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voice-class sip error-code-override
ダイヤルピアが options-keepaliveエラー、call spike、または cac-bandwidthエラーに使用する
Session Initiation Protocol (SIP)エラーコードを構成するには、dial peer voice構成モードで、
voice-classsiperror-code-overrideコマンドを使用します。 SIPエラーコード設定を無効にする
には、このコマンドの no形式を使用します。

voice-classsiperror-code-override {options-keepalivefailure | callspikefailure | cac-bandwidthfailure}
{SIPステータスコード番号 | system}
novoice-classsiperror-code-override {options-keepalivefailure | callspikefailure |
cac-bandwidthfailure}

構文の説明 オプションキープアライブの失敗に対する SIPエラーコードを設
定します。

options-keepalivefailure

通話スパイク障害の SIPエラーコードを設定します。callspikefailure

コールアドミッションコントロール帯域幅障害の SIPエラーコー
ドを設定します。

cac-bandwidthfailure

options keepalive、call spikeまたは cac-bandwidthエラーに関して送
信される SIP状態コード。範囲は 400～ 699です。デフォルト値
は503です。以下の「使用ガイドライン」セクションの表では、こ
れらのエラーコードについて説明しています。

SIPステータスコード番

号

キープアライブ、コールスパイク、または CAC帯域幅の障害に使
用されるシステム構成を指定します。

system

コマンドデフォルト デフォルトでは、SIPエラーコードは構成されていません。

コマンドモード
Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.0(1)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 15.1(1)Tに統合されました。15.1(1)T

このコマンドは変更されました。 callspikefailureキーワードが追加されました。15.1(3)T

このコマンドは変更されました。 cac-bandwidthfailureキーワードが追加されまし
た。

15.2(2)T

使用上のガイドライン ダイヤルピア音声設定モードの voice-classsiperror-code-overrideコマンドは、ダイヤルピア
レベルでのキープアライブオプション、コールスパイク、またはCAC帯域幅障害に対するエ
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ラーコード応答を設定します。 voice service SIP構成モードで error-code-overrideコマンドを
使用すると、options keepalive、call spikeまたは cac-bandwidthエラーに関するエラーコード応
答をグローバルに構成できます。

以下の表は SIPエラーコードについて説明しています。

表 1 : SIPエラーコード

descriptionエラーコード番号

要求の形式が正しくありません400

未認証401

お支払いが必要です402

Forbidden403

見つかりませんでした404

リクエストがタイムアウトしました408

サポートされていない Uniform Resource Identifier (URI)416

一時的に使用できません480

ループが検出されました482

アドレスが不完全です。484

ビジー（Busy here）486

リクエストが終了487

ここでは受け入れられません488

SIP 5xx -サーバ/サービス障害500–599

内部サーバエラー500

不正なゲートウェイ502

サービスは利用できません503

SIP 6xx -グローバル障害600–699

例 次の例は、 voice-classsiperror-code-overrideコマンドを使用して、オプションキープ
アライブ障害の SIPエラーコードを設定する方法を示しています。

Router(config)# dial-peer voice 432 voip system
Router(config-dial-peer)# voice-class sip error-code-override options-keepalive failure
502
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次の例は、 voice-classsiperror-code-overrideコマンドを使用して、コールスパイク障
害の SIPエラーコードを設定する方法を示しています。

Router(config)# dial-peer voice 432 voip system
Router(config-dial-peer)# voice-class sip error-code-override call spike failure 502

次の例は、コールアドミッション制御の帯域幅障害の SIPエラーコードを設定する方
法を示しています。

Router(config)# dial-peer voice 432 voip system
Router(config-dial-peer)# voice-class sip error-code-override cac-bandwidth failure 502

関連コマンド descriptionコマンド

voice service SIPおよび dial peer voice構成モードで、options keepalive、call
spikeまたは cac-bandwidthエラーに関するSIPエラーコードを構成します。

error-code-override
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音声クラス sip g729 annexb-all
Cisco IOS Session Initiation Protocol（SIP）ゲートウェイで、ゲートウェイ上の特定のダイヤル
ピアが、Cisco Unified Communications Managerとの相互運用のために G.729r8および G.729br8
コーデックのスーパーセットとして G.729br8コーデックを扱うかどうかを決定する設定を行
うには、ダイヤルピア音声設定モードで voice-classsipg729annexb-allコマンドを使用します。
ダイヤルピアが G.729br8コーデックを G.729r8および G.729br8コーデックのスーパーセット
として扱うことを防ぐには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-classsipg729annexb-all[system]
novoice-classsipg729annexb-all

構文の説明 Cisco Unified Communications Managerと通信するために、G.729br8コーデックが
G.729r8およびG.729br8コーデックのスーパーセットとして扱われることを指定し
ます。

annexb-all

（オプション）Cisco IOSSIPゲートウェイでこの機能に設定されたグローバル設定
に従って、ダイヤルピアが互換性のない G.729コーデック間の通信を許可するよ
うに指定します。

system

コマンドデフォルト ダイヤルピアは、Cisco IOSゲートウェイのグローバル (システム)設定に従います。

コマンドモード
Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)XZ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

使用上のガイドライン G.729コーダ/デコーダ (コーデック)には 4つのバリエーションがあり、次の 2つのカテゴリに
分類されます。

高い複雑性

• G.729 (g729r8)--他のすべての G.729コーデックバリエーションのベースとなる、複雑性の
高いアルゴリズムコーデック。

• G.729 Annex-B (g729br8または G.729B) - G.729コーデックのバリエーションで、DSPが音
声アクティビティを検出して測定し、抑制されたノイズレベルを伝えて相手側で再現でき

るようにします。さらに、Annex-Bコーデックには、インターネット技術タスクフォー
ス (IETF)の音声アクティビティ検出 (VAD)およびコンフォートノイズ生成 (CNG)機能が
含まれています。

中程度の複雑さ
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• G.729 Annex-A (g729ar8またはG.729A) - DSPの負荷を軽減するために音声品質をある程度
犠牲にするG.729コーデックのバリエーション。G.729をサポートするすべてのプラット
フォームは、G.729Aもサポートします。

• G.729A Annex-B (g729abr8または G.729AB) - G.729 Annex-Bコーデックのバリエーション
で、G.729Bと同様に、DSPの負荷を軽減するために音声品質を犠牲にします。さらに、
G.729ABコーデックには IETF VADおよび CNG機能も含まれています。

VADおよび CNG機能は、一方の DSPが Annex-B (G.729Bまたは G.729AB)で構成され、もう
一方が Annex-Bなし (G.729または G.729A)で構成されている 2つの DSP間の通信試行中に不
安定になる原因となります。その他のすべての組み合わせは相互運用可能です。Cisco IOSSIP
ゲートウェイ上でダイヤルピアを Cisco Unified Communications Manager（旧称 Cisco
CallManager、またはCCM）と相互運用するように設定するには、ダイヤルピア音声設定モー
ドで voice-classsipg729annexb-allコマンドを使用して、次のいずれかを実行します。

• Cisco IOSゲートウェイのグローバル設定を上書きし、互換性のない G.729コーデックを
持つ 2つの DSP間の通話を受け入れて接続するようにダイヤルピアを設定します。

•個々のダイヤルピアが Cisco IOS SIPゲートウェイのグローバル (system)設定を使用する
ように指定します。

• Cisco IOSゲートウェイのグローバル設定を上書きし、ダイヤルピアが G.729br8コーデッ
クをG.729r8およびG.729br8コーデックのスーパーセットとして扱わないように指定する
には、コマンドの no形式を使用します。

音声サービス SIP設定モードで g729annexb-allコマンドを使用して、Cisco IOS SIPゲートウェ
イのグローバル設定を行います。

例 次の例は、互換性のない G.729コーデックを使用して 2つの DSP間の通話を接続し、
この機能のグローバルゲートウェイ設定を上書きするようにCisco IOSSIPゲートウェ
イ上でダイヤルピアを設定する方法を示しています。

Router> enable
Router# configureterminal
Router(config)# dial-peervoice 1
Router(config-dial-peer)# voice-class sip g729 annexb-all

関連コマンド descriptionコマンド

Cisco IOS SIPゲートウェイが G.729br8コーデックを G.729r8および G.729br8
コーデックのスーパーセットとして扱うかどうかを決定するグローバル設定を

構成します。

g729annexb-all
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voice-class sip history-info
Cisco IOSゲートウェイでダイヤルピアレベルで Session Initiation Protocol (SIP) history-infoヘッ
ダーのサポートを有効にするには、dial peer構成モードで voice-classsiphistory-infoコマンドを
使用します。 SIP history-infoヘッダーのサポートを無効にするには、このコマンドの no形式
を使用します。

voice-classsiphistory-info[system]
novoice-classsiphistory-info

構文の説明 (オプション)グローバル構成設定を使用してhistory-infoサポートを有効にします。system

コマンドデフォルト History-infoヘッダーのサポートは無効です。

コマンドモード
ダイヤルピア設定（conf-dial-peer）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドがCisco IOSXERelease 3.1Sに統合されました。Cisco IOSXEリリース 3.1S

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、ダイヤルピアレベルで history-infoヘッダーのサポートを有効にし
ます。 history-infoヘッダー (RFC 4244で定義)は、通話またはダイアログの履歴を記録しま
す。受信側アプリケーションは、history-infoヘッダー情報を使用して、呼び出しが到達した方
法と理由を判断します。

Cisco IOS SIPゲートウェイは、history-infoヘッダーの情報を使用してルーティングを決定する
ことはできません。

（注）

例 次の例では、ダイヤルピアレベルで SIP history-infoヘッダーのサポートを有効にしま
す。

Router(config)# dial-peer voice 2 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip history-info

次の例では、グローバル構成設定を使用してダイヤルピアレベルで SIP history-info
ヘッダーのサポートを有効にします。

Router(config)# dial-peer voice 2 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip history-info system

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
9

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
voice-class sip history-info



関連コマンド descriptionコマンド

Cisco IOSゲートウェイで SIP history-infoヘッダーのサポートをグローバルレベル
で有効にします。

history-info
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voice-class sip localhost
個々のダイヤルピアを設定して、Cisco IOS音声ゲートウェイ、Cisco Unified Border Element
（Cisco UBE）、または Cisco Unified Communications Manager Express（Cisco Unified CME）の
グローバル設定を上書きし、発信メッセージの From、Call-ID、および Remote-Party-IDヘッ
ダーの物理 IPアドレスの代わりに、ドメインネームシステム（DNS）のホスト名またはドメ
インをローカルホスト名として置き換えるには、ダイヤルピア音声設定モードで

voice-classsiplocalhostコマンドを使用します。特定のダイヤルピアでのローカルホスト名の置
換を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。特定のダイヤルピアをローカル
ホスト名の置換のグローバル設定に従うように設定するには、このコマンドの default形式を
使用します。

voice-class sip localhostdns:[hostname]ドメイン[preferred]
novoice-classsiplocalhost
defaultvoice-classsiplocalhost

構文の説明 発信のFrom、Call-ID、およびRemote-Party-IDヘッダーの主催者部分で使
用される物理 IPアドレスの代わりに DNSドメイン (特定のホスト名を持
つ、または持たないドメイン名で構成される)を表す英数字値です。

この値は、ピリオドで区切られたホスト名とドメイン (dns:hostname.domain)
またはドメイン名のみ (dns:domain)にすることができます。どちらの場
合でも、dns:デリミタを最初の 4文字に含める必要があります。

dns:[ホスト名.]ド
メイン

(オプション)指定した DNSホスト名を優先します。preferred

コマンドデフォルト ダイヤルピアは、グローバル構成設定を使用して、送信メッセージの From、Call-ID、および
Remote-Party-IDヘッダー内の物理 IPアドレスの代わりに DNSローカルホスト名を置き換え
るかどうかを決定します。

コマンドモード
Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(2)T

このコマンドは変更されました。SIPトランクに複数のレジストラが設
定されている場合、優先されるローカルホストを指定するために

preferredキーワードが追加されました。

15.0(1)XA

このコマンドが Cisco IOS XE Release 2.5に統合されました。IOSリリース XE 2.5

このコマンドが Cisco IOS Release 15.1(1)Tに統合されました。15.1(1)T
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使用上のガイドライン ダイヤルピア音声設定モードで voice-classsiplocalhostコマンドを使用して、Cisco IOS音声ゲー
トウェイ、Cisco UBE、またはCisco Unified CMEのグローバル設定を上書きし、特定のダイヤ
ルピアの発信メッセージの From、Call-ID、および Remote-Party-IDヘッダーの物理 IPアドレ
スの代わりに使用する DNSローカルホスト名を設定します。個々のダイヤルピアに対して複
数のレジストラが設定されている場合は、 voice-classsiplocalhostpreferredコマンドを使用し
て、そのダイヤルピアに優先するホストを指定できます。

Cisco IOS音声ゲートウェイ、Cisco UBE、または Cisco Unified CMEでローカルホスト名をグ
ローバルに設定するには、音声サービス SIP設定モードで localhostコマンドを使用します。
novoice-classsiplocalhostコマンドを使用して、ダイヤルピアのローカルホスト名設定を削除
し、グローバル設定に関係なく、ダイヤルピアが From、Call-ID、および Remote-Party-IDヘッ
ダーのホスト部分の物理 IPアドレスを使用するように強制します。

例 次の例は、発信メッセージの From、Call-ID、および Remote-Party-IDヘッダー内の物
理 IPアドレスの代わりに、優先ローカルホスト名としてドメイン（ホスト名は指定さ
れていない）を置換するようにダイヤルピア 1を設定する方法を示しています（グ
ローバル設定を上書きします）。

Router> enable
Router# configureterminal
Router(config)# dial-peer voice 1 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip localhost dns:example.com preferred

次の例は、発信メッセージの From、Call-ID、および Remote-Party-IDヘッダー内の物
理 IPアドレスの代わりに、ドメイン上の特定のホスト名を優先ローカルホスト名とし
て置き換えるようにダイヤルピア 1を設定する方法を示しています（グローバル設定
を上書きします）。

Router> enable
Router# configureterminal
Router(config)# dial-peer voice 1 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip localhost dns:MyHost.example.com preferred

次の例は、ダイヤルピア1に（グローバル設定を上書きして）送信メッセージのFrom、
Call-ID、および Remote-Party-IDヘッダーの物理 IPアドレスを使用するように強制す
る方法を示しています。

Router> enable
Router# configureterminal
Router(config)# dial-peer voice 1 voip
Router(config-dial-peer)# no voice-class sip localhost

関連コマンド descriptionコマンド

個々のダイヤルピアで SIPダイジェスト認証を有効にします。authentication(dialpeer)

SIPダイジェスト認証を有効にします。authentication(SIPUA)
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descriptionコマンド

UP状態の時に SIP登録メッセージを送信するように Cisco UBEを設
定します。

credentials(SIPUA)

送信メッセージの From、Call-ID、および Remote-Party-IDヘッダー内
の物理 IPアドレスの代わりに DNSローカルホスト名を置き換えるた
めのグローバル設定を構成します。

localhost

Cisco IOSSIPゲートウェイがFXS、EFXS、SCCP電話の代わりにE.164
番号を外部 SIPプロキシまたは SIPレジストラに登録できるようにし
ます。

registrar
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voice-class sip map resp-code
Cisco Unified Border Element (Cisco UBE)で個々のダイヤルピアを構成して、受信した具体的な
Session Initiation Protocol (SIP)暫定応答メッセージを発信 SIPダイヤルピアにマッピングするに
は、dial peer voice構成モードで、voice-classsipmapresp-codeコマンドを使用します。個々の
ダイヤルピアで受信したSIP暫定応答メッセージのマッピングを無効にするには、このコマン
ドの no形式を使用します。着信 SIP暫定応答メッセージのマッピングについて、特定のダイ
ヤルピアをグローバル設定に従うように設定するには、このコマンドの default形式を使用し
ます。

voice-classsipmapresp-code181to183
novoice-classsipmapresp-code181to183
defaultvoice-classsipmapresp-code181to183

構文の説明 マッピングされ、置換される特定の着信 SIP暫定応答メッセージを表すコードです。181

指定された着信 SIP暫定応答メッセージが発信 SIPダイヤルピア上の別の SIP暫定応答
メッセージにマッピングされ、置換されることを指定するための指定子。

to

着信 SIPメッセージ応答がマッピングされるべき発信ダイヤルピアの特定の SIP暫定応答
メッセージを表すコードです。

183

コマンドデフォルト マッピング動作はグローバル構成設定によって決定されます。具体的に設定されていない場合

は、着信 SIP暫定応答がそのまま発信 SIPダイヤルピアに渡されることを意味します。

コマンドモード
Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.0(1)XA

このコマンドがCisco IOSRelease 15.1(1)Tに統合されました。15.1(1)T

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.1Sに統合されました。Cisco IOSXEリリース 3.1S

使用上のガイドライン ダイヤルピア音声設定モードで voice-classsipmapresp-codeコマンドを使用して、CiscoUBE上
の個々のダイヤルピアを設定し、着信 SIP 181暫定応答メッセージを発信 SIPダイヤルピア上
の SIP 183暫定応答メッセージにマッピングします。
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blockコマンドがグローバルまたはダイヤルピアレベルで着信 SIP 181メッセージに設定され
ている場合、 voice-classsipmapresp-codeコマンドが有効になっている場合でも、メッセージが
渡されるか別のメッセージにマップされる前にドロップされる可能性があります。着信 SIP
181メッセージをドロップするかどうか、およびドロップするタイミングをグローバルに設定
するには、音声サービス SIP設定モードで blockコマンドを使用します (または、ダイヤルピ
ア音声設定モードで voice-classsipblockコマンドを使用して、個々のダイヤルピアでドロップ
設定を設定します)。

（注）

Cisco UBE上で SIP暫定応答メッセージのマッピングをグローバルに設定するには、音声サー
ビス SIP設定モードで mapresp-codeコマンドを使用します。 Cisco UBEの個々のダイヤルピ
ア向け SIP 181メッセージのマッピングを無効にするには、voice service SIP構成モードで、
novoice-classsipmapresp-codeコマンドを使用します。

たとえば、SIP 181暫定応答メッセージの処理をサポートしていない SIPエンドポイントのイ
ンターワーキングを有効にするには、 blockコマンドを使用して、SIPトランク上で受信した
SIP 181暫定応答メッセージをドロップするように Cisco UBEを設定するか、mapresp-codeコ
マンドを使用して、着信メッセージを Cisco Unified Communications Manager Express（Cisco
Unified CME）の SIP回線にマッピングし、代わりに SIP 183暫定応答メッセージを送信するよ
うに Cisco UBEを設定することができます。

このコマンドは SIP-to-SIPコールに対してのみサポートされ、H.323-to-SIPまたは時分割多重
(TDM)-SIPコールには影響しません。

（注）

例 次の例は、着信 SIP 181暫定応答メッセージを発信ダイヤルピアの SIP 183暫定応答
メッセージにマッピングするようにダイヤルピア 1を設定する方法を示しています。

Router> enable
Router# configureterminal
Router(config)# dial-peer voice 1 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip map resp-code 181 to 183

関連コマンド descriptionコマンド

Cisco IOS音声ゲートウェイまたは Cisco UBE上の特定の SIP暫定応答メッ
セージをドロップするためのグローバル設定を行います。

block

特定の着信 SIP暫定応答メッセージを別の SIP応答メッセージにマッピン
グするための Cisco UBEのグローバル設定を行います。

mapresp-code

指定された SIP暫定応答メッセージをドロップするように、Cisco IOS音声
ゲートウェイまたは Cisco UBE上の個々のダイヤルピアを設定します。

voice-classsipblock
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voice-class sip midcall-signaling
シグナリングメッセージに使用する方法を設定するには、SIP設定モードまたはダイヤルピア
設定モードで voice-class sip midcall-signalingコマンドを使用します。通話中のシグナリング
機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-class sip midcall-signaling {passthrumedia-change | block | preserve-codec}
novoice-class sip midcall-signaling

構文の説明 ある IPレッグから別の IPレッグにメディア変更を伴う SIPメッセージ
を渡します。

passthrumedia-change

通話中にすべての SIPメッセージをブロックします。block

通話の初期化中にネゴシエートされたコーデックを保持します。通話

中のコーデック変更は無効になっています。

preserve-codec

コマンドデフォルト ミッドコールシグナリングは無効です。通話中のコーデックネゴシエーションが有効になっ

ています。

コマンドモード
ダイヤルピア設定モード（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)XZ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

このコマンドが Cisco IOS XE Release 2.5に統合されました。Cisco IOS XEリリース 2.5

このコマンドが Cisco IOS Release 15.2(1)Tに統合されました。
media-changeおよび blockキーワードが追加されました。

15.2(1)T

このコマンドは変更されました。 preserve-codecキーワードが追
加されました。

15.3(2)S、15.3(1)T

使用上のガイドライン voice-class sip midcall-signalingコマンドは、CiscoUnified Communications ExpressとCiscoUnified
Border Elementがシグナリングメッセージを処理する方法を区別します。ほとんどの SIP間ビ
デオおよび SIP間再招待ベースの補足サービスでは、他の補足サービスを設定する前に、
voice-class sip midcall-signalingコマンドを設定する必要があります。 voice-class sip
midcall-signalingを構成せずに機能する補助サービス機能には、session refresh、fax、参照ベー
スの補足サービスなどが挙げられます。 voice-class sip midcall-signalingコマンドは SIP間通話
専用です。その他のすべての通話 (H323から SIP、および H323から H323)では、 voice-class
sip midcall-signalingコマンドを設定する必要はありません。 allow-connectionssip-to-sipコマン
ドは、 voice-class sip midcall-signalingコマンドの前に設定する必要があります。
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再招待するセッションの更新をダイヤルピアベースで設定することはサポートされていませ

ん。

例 次の例は、1つの IPレッグから別の IPレッグにパススルーするように構成された SIP
メッセージを示しています。

Router(config)#voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# voice-class sip midcall-signaling passthru

次の例は、1つの IPレッグから別の IPレッグにメディアパススルーするように構成
された SIPメッセージを示しています。

Router(config)#voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# voice-class sip midcall-signaling passthru media-change

次の例は SIPメッセージをブロックする方法を示します。

Router(config)#voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# voice-class sip midcall-signaling block

次の例は、通話の途中でコーデックネゴシエーションを無効にし、通話の開始時にネ

ゴシエートされたコーデックを保持する方法を示しています。

Router(config)#voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# voice-class sip midcall-signaling preserve-codec

関連コマンド descriptionコマンド

Cisco Unified BEの特定のタイプのエンドポイント間の接続を許可します。allow-connections
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voice-class sip nat media-keepalive
デバイスがNATの背後に設定されている場合にメディアキープアライブパケットを有効にす
るには、ダイヤルピア設定モードで voice-class sip natコマンドを使用します。メディアを無
効にするには、このコマンドの noまたは default形式を使用します。

voice-class sip natmedia-keepalive間隔
novoice-class sip nat
defaultvoice-class sip nat

構文の説明 NATの背後に位置するサブスクライバーへのメディアキープアライブを指定
します。

media-keepalive

キープアライブ間隔を秒単位で指定します。範囲は 1～ 50です。デフォル
ト値は 10です。

間隔

コマンドデフォルト デフォルトでは、media-keepaliveは無効になっています。

コマンドモード ダイヤルピア設定モード（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE 17.13.1a

Cisco IOSXEダブリン 17.12.2

使用上のガイドライン ダイヤルピアがテナントに関連付けられている場合、設定は次の優先順位で適用されます。

•ダイヤルピアコンフィギュレーション

•テナント設定

•グローバル構成

新しく作成されたダイヤルピアは、dial-peer voiceコマンドの no形式を使用して削除されるま
で、定義されたままアクティブ状態になります。

例 次の例は、メディアキープアライブパケットが秒単位で指定された間隔で送信される

ようにメディアキープアライブを設定する方法を示しています。

Device(config)# dial-peer voice 999 voip
Device(config-dial-peer)# voice-class sip nat media-keepalive 40

voice-class sip nat media-keepaliveコマンドは適用後すぐに有効になります。（注）
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関連コマンド descriptionコマンド

SIPネットワークアドレス変換 (NAT)グローバル構成を使用します。nat media-keepalive

ダイヤルピアを特定のテナント構成に関連付けます。voice class tenantタ
グ
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voice-class sip options-keepalive
Cisco Unified Border Element VoIP dial-peersおよび SIPサーバー間の接続を監視するには、dial
peer構成モードで、voice-classsipoptions-keepaliveコマンドを使用します。接続の監視を無効
にするには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-class sip options-keepaliveキープアライブグループプロファイル ID {up-interval秒 |
down-interval秒 | retryリトライ}
novoice-classsipoptions-keepalive

構文の説明 keepalive group profie idを指定します。キープアライブグループプ

ロファイル ID

UAが利用不可としてマークされるまでに許容されるアップ間
隔の秒数。範囲は 5～ 1200です。デフォルト値は 60です。

up-interval秒

UAが利用不可としてマークされるまでに許容されるダウン間
隔の秒数。範囲は 5～ 1200です。デフォルト値は 30です。

down-interval秒

UAを利用不可としてマークするまでの再試行回数。範囲は 1
～ 10です。デフォルト値は 5回の試行です。

retry再試行

コマンドデフォルト ダイヤルピアはアクティブ (UP)です。

コマンドモード ダイヤルピア設定モード (config-dial-peer)。

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)YB

このコマンドが Cisco IOS Release 15.0(1)Mに統合されました。15.0(1)M

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン voice-classsipoptions-keepaliveコマンドを使用して、任意の数の宛先間の out-of-dialog (OOD)
Options Pingメカニズムを構成します。監視対象エンドポイントハートビートの応答が失敗す
ると、構成した dial-peerはビジー状態になります。同じ宛先パターンが構成されている代替
dial-peerがある場合、通話は次の優先ダイヤルピアにフェールオーバーされるか、通話は、エ
ラー原因コードで拒否されます。

次のシナリオでは、options pingへの応答は失敗とみなされ、dial-peerはビジー状態になりま
す。
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表 2 :エンドポイントをビジーアウトするエラーコード

descriptionエラーコード（Error Code）

service unavailable503

sip version not supported505

i.e. request timeout応答なし

400を含むその他すべてのエラーコードは有効な応答とみなされ、ダイヤルピアはビジーア
ウトされません。

例 次の例は、リセットするように設定されたダイヤルピア 100の設定例を示していま
す。

dial-peer voice 100 voip
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 3

関連コマンド descriptionコマンド

特定のダイヤルピアを定義し、音声カプセル化の方法を指定します。dial-peer
voice
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voice-class sip options-keepalive profile
ダイヤルピアを指定されたキープアライブグループプロファイルに関連付けるには、ダイヤ

ルピア設定モードで voice-class sip options-keepalive profileコマンドを使用します。

voice-class sip options-keepalive profilekeepalive-group-profile-id

構文の説明 keepalive group profile idを指定します。keepalive-group-profile-id

コマンドデフォルト ダイヤルピアはアクティブ (UP)です。

コマンドモード ダイヤルピア設定モード（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XEダブリン 17.11.1a

使用上のガイドライン ダイヤルピアは、options-keepaliveプロファイルで定義されたパラメータに従って CUBEに
よって監視されます。

例 次の例は、発信 SIPダイヤルピアとキープアライブプロファイルグループとの関連付
けのサンプル設定を示しています。

dial-peer voice 123 voip
session protocol sipv2
!
voice-class sip options-keepalive profile 171
end
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voice-class sip outbound-proxy
発信プロキシを設定するには、ダイヤルピア設定モードで voice-classsipoutbound-proxyコマン
ドを使用します。送信プロキシ値をデフォルト値にリセットするには、このコマンドの no形
式を使用します。

voice-classsipoutbound-proxy {dhcp | ipv4:IPv4アドレス | ipv6:[ipv6-address] | dns:ホスト：ドメ
イン}[:ポート番号]
novoice-classsipoutbound-proxy

構文の説明 送信プロキシ IPアドレスが DHCPサーバから取得されることを指定し
ます。

DHCP

サーバ上でプロキシを設定し、すべての開始要求を指定された IPv4アド
レスの宛先に送信します。コロンが必要です。

ipv4:IPv4アドレス

サーバ上でプロキシを設定し、すべての開始要求を指定された IPv6アド
レスの宛先に送信します。 IPv6アドレスを括弧で囲む必要があります。
コロンが必要です。

ipv6:[ipv6- address]

サーバ上でプロキシを設定し、すべての開始要求を指定されたドメイン

の宛先に送信します。コロンは必須です。

dns:ホスト:ドメイ

ン

(オプション)セッション開始プロトコル (SIP)サーバのポート番号。コ
ロンが必要です。

:ポート番号

コマンドデフォルト Anoutboundproxyisnotconfigured.

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)T

このコマンドは変更されました。 IPv6のサポートが追加されました。12.4(22)T

このコマンドは変更されました。 dhcpキーワードが追加されました。12.4(22)YB

このコマンドが Cisco IOS Release 15.0(1)Mに統合されました。15.0(1)M

使用上のガイドライン ダイヤルピア設定モードの voice-classsipoutbound-proxyコマンドは、SIPグローバル設定モー
ドのコマンドよりも優先されます。

IPv6アドレスを括弧で囲む必要があります。
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例 次の例は、ダイヤルピアでコマンドを設定して、発信プロキシとして IPv4アドレス
((10.1.1.1)を生成する方法を示しています。 voice-classsipoutbound-proxy

Router> enable
Router# configureterminal
Router(config)# dial
-peervoice111voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip outbound-proxy ipv4:10.1.1.1

次の例は、ダイヤルピアでコマンドを設定して、発信プロキシとしてドメイン

(sipproxy:cisco.com)を生成する方法を示しています。 voice-classsipoutbound-proxy

Router> enable
Router# configureterminal
Router(config)# dial
-peervoice111voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip outbound-proxy dns:sipproxy:cisco.com

次の例は、ダイヤルピアでコマンドを設定し、DHCPを使用して発信プロキシを生成
する方法を示しています。 voice-classsipoutbound-proxy

Router> enable
Router# configureterminal
Router(config)# dial
-peervoice111voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip outbound-proxy dhcp

関連コマンド descriptionコマンド

特定のダイヤルピアを定義し、音声カプセル化の方法を指定して、ダイヤルピ

ア設定モードに入ります。

dial-peervoice

音声サービス設定モードに入り、音声カプセル化タイプを指定します。voiceservice
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voice-class sip preloaded-route
dial-peer Session Initiation Protocol (SIP)呼び出しに対して事前ロードされたルートのサポートを
有効にするには、dial peer voice構成モードで、voice-classsippreloaded-routeコマンドを使用し
ます。デフォルト値にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-classsippreloaded-route {[sip-server]service-route | system}
novoice-classsippreloaded-route

構文の説明 (オプション) Routeヘッダーに SIPサーバ情報を追加します。sip-server

Routeヘッダーに Service-Route情報を追加します。service-route

グローバルシステム値を使用します。これはデフォルトです。system

コマンドデフォルト SIP呼び出しはダイヤルピアレベルで、グローバル構成レベルの設定を使用します。

コマンドモード
Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)YB

このコマンドがCisco IOSRelease 15.0(1)Mに統合されました。15.0(1)M

使用上のガイドライン voice-classsippreloaded-routeコマンドは、SIP構成モードで、構成した preloaded-routeコマン
ドよりも優先されます。ただし、 voice-classsippreloaded-routeコマンドを systemキーワード
とともに使用した場合、ゲートウェイは preloaded-routeコマンドによって設定されたグロー
バル設定を使用します。

例 以下の例は、Routeヘッダーに SIPサーバと Service-Route情報を含めるようにダイヤ
ルピアを設定する方法を示します。

dial-peer voice 102 voip
voice-class sip preloaded-route sip-server service-route

以下の例では、Routeヘッダーに Service-Route情報のみを含めるようにダイヤルピア
を設定する方法を示します。

dial-peer voice 102 voip
voice-class sip preloaded-route service-route

関連コマンド descriptionコマンド

VoIPSIP通話用の事前ロードされたルートのサポートを有効にします。preloaded-route
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voice-class sipプライバシー
RFC 3323で定義されているとおり dial-peerレベルでプライバシーサポートを設定するには、
dial peer構成モードで、voice-classsipprivacyコマンドを使用します。 RFC 3323で定義されて
いるプライバシーサポートを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-classsipprivacy {disable | pstn | system | privacy-option[critical]}
novoice-classsipprivacy

構文の説明 以前の実装に関係なく、このダイヤルピアのプライバシーサービスを無効にし

ます。選択すると、これが唯一の有効なオプションになります。

disable

プライバシーのための既定の公衆交換電話網 (PSTN)ルール (情報は Octet 3a)を
使用して、プライバシーサービスがプライバシーヘッダーを実装するように要

求します。選択すると、これが唯一の有効なオプションになります。

pstn

グローバル構成設定を使用して、このダイヤルピアでプライバシーサービスを

有効にします。選択すると、これが唯一の有効なオプションになります。

system

ダイヤルピアレベルで設定するプライバシーサポートオプション。privacy-option

引数には、次のキーワードを指定することができます:

• header --加入者に関する情報を識別する可能性のあるセッション開始プロ
トコル (SIP)メッセージのすべてのヘッダーに対してプライバシーを適用す
ることを要求します。

• history -- history-infoヘッダーに保持されている情報が信頼ドメインの外部
に隠されるように要求します。

• id --ユーザを認証したネットワークアサート IDを、信頼されたドメイン
外の SIPエンティティに対して非公開にすることを要求します。

• session --セッション記述に保持されている情報が信頼ドメインの外部で非
表示になるように要求します。

• user --プライバシーサービスがユーザレベルのプライバシー機能を提供す
るよう要求します。

（注）

キーワードは、単独で、またはまとめて、または任意の組み合わせで使用でき

ますが、各キーワードは 1回だけ使用できます。

プライバ

シーオプ

ション
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(オプション)プライバシーサービスが指定されたサービスを実行するか、また
はリクエストを失敗させるよう要求します。

（注）

このオプションキーワードは、 privacy-optionキーワード (header、 history、
id、 session、または user)の少なくとも 1つが指定された後にのみ使用可能で
あり、コマンドごとに 1回だけ使用できます。

critical

コマンドデフォルト プライバシーサポートが無効になっています。

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(15)T

history-infoヘッダー情報のサポートを提供するために、 historyキーワードが追加
されました。

12.4(22)T

使用上のガイドライン voice-classsipprivacyコマンドを使用して、ダイヤルピアレベルの送信SIP要求メッセージに、
RFC 3323でサポートされている値に設定された Proxy-Requireヘッダーを追加するようにゲー
トウェイに指示します。

voice-classsipprivacycriticalコマンドを使用して、値が criticalに設定された Proxy-Requireヘッ
ダーを追加するようにゲートウェイに指示します。ユーザエージェントが、プライバシー拡張

機能をサポートしていない中間者にリクエストを送信する場合、リクエストは失敗します。

voice-classsipprivacyコマンドは、voice service VoIP SIP設定モードでは privacyコマンドより
も優先されます。ただし、 voice-classsipprivacyコマンドを systemキーワードとともに使用し
た場合、ゲートウェイはprivacyコマンドによってグローバルに構成された設定を使用します。

例 次の例は、ダイヤルピア 2のプライバシーを無効にする方法を示しています。

Router> enable

Router# configureterminal
Router(config)# dial-peer voice 2 voip

Router(config-dial-peer)# voice-class sip privacy disable

次の例は、history-infoヘッダーに保持されている情報が信頼ドメインの外部に隠され
るように voice-classsipprivacyコマンドを構成する方法を示しています。

Router> enable

Router# configureterminal
Router(config)# dial-peer voice 2 voip
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Router(config-dial-peer)# voice-class sip privacy history

関連コマンド descriptionコマンド

プライバシーレベルを設定し、発信SIP要求または応答メッセージで
PAIまたは PPIプライバシーヘッダーを有効にします。

asserted-id

PSTNから SIPへの通話の発信情報の処理を指定します。calling-infopstn-to-sip

ネットワークが提供する ISDN番号を ISDN発呼者情報要素スクリー
ニングインジケータフィールドに渡し、voice service VoIP設定モー
ドの発信回線識別子から、発呼者名と番号を削除し、または、

Remote-Party-IDと Fromヘッダーの欠落している表示名フィールドを
代替して発信番号の表示を許可します。

clid（voice service
VoIP）

RFC 3323で定義されているように、グローバルレベルでプライバ
シーサポートを設定します。

privacy
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voice-class sip privacy-policy
ダイヤルピアレベルでプライバシーヘッダーポリシーオプションを設定するには、ダイヤル

ピア音声設定モードで voice-classsipprivacy-policyコマンドを使用します。プライバシーポリ
シーオプションを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-classsipprivacy-policy {passthru | send-always | strip {diversion | history-info}}[system]
novoice-classsipprivacy-policy {passthru | send-always | strip {diversion | history-info}}

構文の説明 受信したメッセージからプライバシー値を次のコールレッグに渡します。passthru

受信したメッセージにプライバシー値が含まれていないが、プライバシーヘッ

ダーが必要な場合、値なしのプライバシーヘッダーを次のコールレッグに渡しま

す。

send-always

次のコールレグから受信した転送ヘッダーまたは履歴情報ヘッダーを削除しま

す。

strip

次のコールレグから受信した転送ヘッダーを削除します。diversion

次のコールレッグから受信した history-infoヘッダーを削除します。history-info

(オプション)グローバル構成設定を使用してダイヤルピアを設定します。system

コマンドデフォルト プライバシーポリシー設定が構成されていません。

コマンドモード
Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)YB

このコマンドが Cisco IOS Release 15.0(1)Mに統合されました。15.0(1)M

このコマンドが Cisco IOS Release 15.1(2)Tに統合されました。 strip、 diversion、
history-infoキーワードが追加されました。

15.1(2)T

使用上のガイドライン 受信したメッセージにプライバシー値が含まれている場合は、voice-classsipprivacy-policypassthru
コマンドを使用して、プライバシー値が 1つのコールレッグから次のコールレッグに渡され
るようにします。受信したメッセージにプライバシー値が含まれていないが、プライバシー

ヘッダーが必要な場合は、 voice-classsipprivacy-policysend-alwaysコマンドを使用してプライ
バシーヘッダーを Noneに設定し、メッセージを次のコールレッグに転送します。両方のオ
プションを同時にサポートするようにシステムを構成できます。

voice-classsipprivacy-policyコマンドは、service voip sip構成モードでの privacy-policyコマンド
より優先されます。ただし、 voice-classsipprivacy-policyコマンドを systemキーワードととも
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に使用した場合、ゲートウェイは privacy-policyコマンドによってグローバルに構成された設
定を使用します。

例 次の例は、ダイヤルピアでパススループライバシーポリシーを有効にする方法を示

しています。

Router> enable

Router# configureterminal
Router(config)# dial-peer voice 2611 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip privacy-policy passthru

次の例は、ダイヤルピアでパススルー、常時送信、およびストリップポリシーを有効

にする方法を示しています。

Router> enable

Router# configureterminal
Router(config)# dial-peer voice 2611 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip privacy-policy passthru
Router(config-dial-peer)# voice-class sip privacy-policy send-always
Router(config-dial-peer)# voice-class sip privacy-policy strip diversion
Router(config-dial-peer)# voice-class sip privacy-policy strip history-info

次の例は、ダイヤルピアで send-alwaysプライバシーポリシーを有効にする方法を示
しています。

Router> enable

Router# configureterminal
Router(config)# dial-peer voice 2611 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip privacy-policy send-always

次の例は、ダイヤルピアでパススループライバシーポリシーと常時送信プライバシー

ポリシーの両方を有効にする方法を示しています。

Router> enable

Router# configureterminal
Router(config)# dial-peer voice 2611 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip privacy-policy passthru
Router(config-dial-peer)# voice-class sip privacy-policy send-always

関連コマンド descriptionコマンド

プライバシーレベルを設定し、発信 SIP要求または応答メッセージで、PAID
または PPIDプライバシーヘッダーを有効にします。

asserted-id

グローバル構成レベルでプライバシーヘッダーポリシーオプションを構成し

ます。

privacy-policy
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voice-class sip random-contact
(明確な連絡先情報の代わりに) random-contact情報が含まれる発信 INVITEメッセージをダイ
ヤルピアレベルで入力するには、dial peer voice構成モードで、voice-classsiprandom-contactコ
マンドを使用します。ランダムな連絡先情報を無効にするには、このコマンドの no形式を使
用します。

voice-classsiprandom-contact[system]
novoice-classsiprandom-contact

構文の説明 (オプション)グローバル構成設定を使用して、INVITEメッセージにランダムな連絡先
情報を入力します。

system

コマンドデフォルト ダイヤルピアレベルでのランダムな連絡先をサポートするには、global構成レベルの設定を使
用する必要があります。

コマンドモード
Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)YB

このコマンドがCisco IOSRelease 15.0(1)Mに統合されました。15.0(1)M

使用上のガイドライン (明確な連絡先情報の代わりに) random-contact情報が含まれる発信 INVITEメッセージ (Cisco
UnifiedBorderElementから)をダイヤルピアレベルで入力するには、voice-classsiprandom-contact
コマンドを使用します。この機能は、credentialsおよび registrarコマンドを使用して、Cisco
Unified Border Elementが random-contactを含む SIP登録用に構成されている場合のみ動作しま
す。

voice-classsiprandom-contactコマンドは、service voip sip構成モードでの random-contactコマ
ンドより優先されます。ただし、 voice-classsiprandom-contactコマンドを systemキーワード
とともに使用した場合、ゲートウェイは random-contactコマンドによってグローバルに構成
された設定を使用します。

例 次の例は、random-contact情報が含まれるダイヤルピアレベルの発信 INVITEメッセー
ジの入力方法を示しています。

Router> enable

Router# configureterminal
Router(config)# dial-peer voice 2611 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip random-contact
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関連コマンド descriptionコマンド

UP状態の Cisco Unified Border Elementから SIP登録メッセージを送信しま
す。

credentials (sip
ua)

SIPゲートウェイが FXS、EFXS、SCCP電話の代わりに E.164番号を外部
SIPプロキシまたは SIPレジストラに登録できるようにします。

registrar

送信 INVITEメッセージに、グローバルレベルでランダムな連絡先情報を
入力します。

random-contact
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voice-class sip random-request-uri validate
ダイヤルピア設定レベルで番号の登録中に生成されたランダム値に基づいて着信番号の検証を

有効にするには、ダイヤルピア音声設定モードで voice-classsiprandom-request-urivalidateコマ
ンドを使用します。検証を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-classsiprandom-request-urivalidate[system]
novoice-classsiprandom-request-urivalidate

構文の説明 (オプション)グローバル構成設定を使用して、このダイヤルピアでの着信番号検証を
有効にします。

system

コマンドデフォルト 検証が無効になっています。

コマンドモード
Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)YB

このコマンドがCisco IOSRelease 15.0(1)Mに統合されました。15.0(1)M

使用上のガイドライン 新しい番号を登録する際、システムはランダムな文字列を生成します。 P-Called-Party-ID値を
持つ INVITEメッセージは、このランダムな番号に設定された Request-URIを持つことができ
ます。システムがRequest-URI内のランダム番号から着信番号を識別できるようにするには、
着信ダイヤルピアで voice-classsiprandom-request-urivalidateコマンドを使用します。

P-Called-Party-IDが、INVITEメッセージで設定されていない場合、そのメッセージのRequest-URI
は、着信側情報を含む必要があります (ランダム番号を含むことはできません)。そのため、検
証は P-Called-Party-IDを持つ INVITEメッセージに対してのみ実行されます。

voice-classsiprandom-request-urivalidateコマンドは、voice service VoIP SIP設定モードでは
random-request-urivalidateコマンドよりも優先されます。ただし、
voice-classsiprandom-request-urivalidateコマンドを systemキーワードとともに使用した場合、
ゲートウェイは random-request-urivalidateコマンドによってグローバルに構成された設定を
使用します。

例 次の例は、ダイヤルピア設定レベルで P-Called-Party-IDヘッダー値に基づいてコール
ルーティングを有効にする方法を示しています。

Router> enable

Router# configureterminal
Router(config)# dial-peer voice 2611 voip
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Router(config-dial-peer)# voice-class sip random-request-uri validate

関連コマンド descriptionコマンド

UP状態の Cisco Unified Border Elementから SIP登録メッセージを
送信します。

credentials (sip ua)

グローバル設定レベルでの番号の登録中に生成されたランダム値

に基づいて、着信番号を検証します。

random-request-urivalidate

SIPゲートウェイが FXS、EFXS、SCCP電話の代わりに E.164番
号を外部 SIPプロキシまたは SIPレジストラに登録できるように
します。

registrar
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voice-class sip referto-passing
指定されたダイヤルピアの Cisco Unified Border Element（UBE）での REFERメッセージのパ
ススルー中に Refer-Toヘッダーの変更を無効にするには、ダイヤルピア音声設定モードで
voice-classsipreferto-passingコマンドを使用します。 Cisco UBEでの REFERメッセージのパス
スルー中に Refer-Toヘッダーの変更を許可するには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-classsipreferto-passing[system]
novoice-classsipreferto-passing

構文の説明 (オプション) global構成モードで構成した referto-passingコマンドを有効にします。system

コマンドデフォルト Refer-Toヘッダーの変更が有効になっています。

コマンドモード Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(1)T

使用上のガイドライン voice-classsipreferto-passingコマンドのダイヤルピア構成設定は、 referto-passingコマンドの
グローバル構成設定よりも優先されます。 systemキーワードを使用して優先順位を切り替え
ることができます。

例 次の例は、ダイヤルピア 22の Cisco UBEで REFERメッセージのパススルーを有効に
する方法を示しています。

Router(config)# dial-peer voice 22 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip referto-passing

関連コマンド descriptionコマンド

特定のダイヤルピアを定義し、カプセル化の方法を指定して、ダイヤルピア

音声設定モードに入ります。

dial-peervoice

Cisco UBEがコール転送中に REFERメッセージを渡すときに、ダイヤルピア
検索と Refer-Toヘッダーの変更を無効にします。

referto-passing
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voice-class sip registration passthrough
ダイヤルピアで Session Initiation Protocol（SIP）登録パススルーオプションを設定するには、
ダイヤルピア音声設定モードで voice-classsipregistrationpassthroughコマンドを使用します。
設定を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-classsipregistrationpassthrough[[static][rate-limit[expires値][fail-count値]][registrar-index[イ
ンデックス]] | system]
novoice-classsipregistrationpassthrough

構文の説明 (オプション)SIP登録に静的なレジストラの詳細を使用するように、CiscoUnified
Border Element (UBE)を設定します。 staticキーワードが使用されると、Cisco
UBEはポイントツーポイントモードで動作します。

static

(オプション) SIP登録パススルーレート制限オプションを設定します。rate-limit

(オプション)レート制限の有効期限値を秒単位で設定します。範囲は 60～
65535です。デフォルト値は 3600です。

expiresvalue

(オプション)レート制限の失敗カウント値を設定します。範囲は2～20です。
デフォルト値は 0です。

fail-countvalue

(オプション)登録パススルーに使用されるレジストラインデックスを設定しま
す。

registrar-index

(オプション)登録インデックス値。値の範囲は 1～ 6です。インデックス

(オプション)グローバル登録パススルー設定を使用して、SIP登録パススルー
オプションを設定します。

system

コマンドデフォルト グローバルレベルで設定されている SIP登録パススルーオプションが設定されます。

コマンドモード
Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.1(3)T

使用上のガイドライン voice-classsipregistrationpassthroughコマンドを使用して、ダイヤルピアで次の SIPパススルー
機能を設定できます。

•バックツーバック登録機能により、コールルーティングの電話を登録できます。

•有効期限、失敗回数、登録に使用されるレジストラのリストなど、レート制限値を設定す
るオプション。
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例 次の例は、SIP登録パススルーレート制限のレジストラインデックスを 1に設定する
方法を示しています。

Router# configure terminal
Router(config)# dial-peer voice 444 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip registration passthrough static rate-limit
registrar-index 1

関連コマンド descriptionコマンド

グローバルレベルでSIP登録パススルーオプションを設定します。registrationpassthrough
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voice-class sip rel1xx
すべての Session Initiation Protocol (SIP)暫定応答 (100 Trying以外)をリモート SIPエンドポイ
ントに確実に送信できるようにするには、dial-peer構成モードで、voice-classsiprel1xxコマン
ドを使用します。デフォルト値にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-classsiprel1xx {supported値 | require値 | system | disable}
nosiprel1xx

構文の説明 信頼できる暫定応答をサポートします。 value引数には任意の値を指定できま
すが、ユーザエージェントクライアント (UAC)とユーザエージェントサーバ
(UAS)の両方で同じように設定されている必要があります。

supportedvalue

信頼できる暫定応答が必要です。 value引数は、どのような値でもかまいませ
ん、ただしUACとUASの両方で同じ値に設定される必要があります。

requirevalue

音声サービスモードで設定された値を使用します。これはデフォルトです。system

信頼できる暫定応答の使用を無効にします。disable

コマンドデフォルト system

コマンドモード
ダイヤルピアコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(8)Tに統合されました。CiscoAS5300、Cisco
AS5350、CiscoAS5400、およびCiscoAS5850のサポートは、このリリースには含
まれていません。

12.2(8)T

このコマンドは、このリリースでは Cisco AS5300、Cisco AS5350、および Cisco
AS5400に適用できました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン 信頼できる暫定応答を設定するには、2つの方法があります。

• Dial-peerモード。 voice-classsiprel1xxコマンドを使用することによってのみ、特定のダイ
ヤルピアに対して信頼性の高い暫定応答を設定できます。

• SIPモード。 rel1xxコマンドを使用して、信頼性の高い暫定応答をグローバルに設定でき
ます。
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SIPでのリソース予約の使用は、SIPの信頼できる暫定機能がVoIPダイヤルピアレベルで、ま
たはルーター全体で有効にする必要があります。

このコマンドは、それが使用されるダイヤルピアに適用されるか、信頼性の高い暫定応答のグ

ローバル設定を指します。コマンドを supportedキーワードとともに使用すると、SIPゲート
ウェイは送信 SIP INVITE要求で Supportedヘッダーを使用します。 requireキーワードと一緒
に使用すると、ゲートウェイは Requiredヘッダーを使用します。

ダイヤルピア設定モードのこのコマンドは、グローバル設定モードのrel1xxコマンドよりも優
先されますが、次の 1つの例外があります:このコマンドを systemキーワードとともに使用し
た場合、ゲートウェイはグローバル設定モードのrel1xxコマンドで設定された内容を使用しま
す。

例 次の例は、発信側または着信側の SIPゲートウェイでこのコマンドを使用する方法を
示しています。

•発信元ゲートウェイでは、このダイヤルピアに一致するすべての発信 SIP INVITE
要求に、値 が 100relである Supportedヘッダーが含まれます。

•終端ゲートウェイでは、このダイヤルピアに一致する受信したすべてのSIPINVITE
要求が、信頼性の高い暫定応答をサポートします。

Router(config)# dial-peer voice 102 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip rel1xx supported 100rel

関連コマンド descriptionコマン

ド

すべてのVoIP通話に対して暫定的な応答を提供します。rel1xx
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voice-class sip requri-passing
セッション開始プロトコル (SIP) Uniform Resource Locator (URI)ヘッダーのパススルーを有効
にするには、ダイヤルピア音声設定モードで voice-class sip requri-passingコマンドを使用しま
す。この構成を無効にするには、コマンドの no形式を使用します。

voice-classsiprequri-passing[system]
novoice-classsiprequri-passing

構文の説明 （省略可

能）

system

コマンドデフォルト SIP URIヘッダーのパススルーは有効になっていません。

コマンドモード Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.4(1)T

例

次の例は、 voice-class sip requri-passingコマンドを使用して SIP URIヘッダーのパス
スルーを有効にする方法を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice class uri mydesturi sip
Device(config-voice-uri-class)# host example.com
Device(config-voice-uri-class)# exit
Device(config)# dial-peer voice 22 voip
Device(config-dial-peer)# session protocol sipv2
Device(config)# destination uri mydesturi
Device(config-dial-peer)# session target ipv4:10.1.1.2
Device(config-dial-peer)# voice-class sip requri-passing system
Device(config-dial-peer)# end

関連コマンド descriptionコマンド

302パススルーの一方のレッグから他方のレッグへの連絡先ヘッ
ダーのパススルーを設定します。

contact-passing

Request-URIおよび To SIPヘッダーのホスト部分のパススルーを
有効にします。

requri-passing

着信 URIからsession targetを導出します。session target sip-uri
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descriptionコマンド

SIP URIヘッダーのパススルーを有効にします。voice-class sip
requri-passing
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voice-class sip reset timer expires
Cisco Unified CommunicationsManager Express（Cisco Unified CME）、Cisco IOS音声ゲートウェ
イ、または Cisco Unified Border Element（Cisco UBE）上の個々のダイヤルピアが、Session
Initiation Protocol（SIP）183 Session In Progressメッセージの受信時に有効期限タイマーをリセッ
トするように設定するには、ダイヤルピア音声設定モードで voice-classsipresettimerexpiresコ
マンドを使用します。 SIP 183メッセージの受信時に有効期限タイマーのリセットをグローバ
ルに無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-classsipresettimerexpires183
novoice-classsipresettimerexpires183

構文の説明 SIP 183 Session In Progressメッセージの受信時に有効期限タイマーをリセットすることを
指定します。

183

コマンドデフォルト 期限切れタイマーは SIP 183セッション進行中メッセージの受信後にリセットされず、既定の
有効期限時間 (3分)内に接続されなかったセッションまたは通話はドロップされます。

コマンドモード
Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.0(1)XA

このコマンドがCisco IOSRelease 15.1(1)Tに統合されました。15.1(1)T

使用上のガイドライン 一部のシナリオでは、早期メディアカットスルーコール (緊急通話など)はSIP 183とセッショ
ン記述プロトコル (SDP) Session In Progressメッセージに依存しており、FINALSIP 200OKメッ
セージを受信するまで、セッションまたは通話を維持します。これは通話が接続されたことを

示します。これらのシナリオでは、既定の有効期間 (3分)内に接続されない場合、通話はタイ
ムアウトになり、ドロップされる場合があります。

期限切れタイマーのデフォルト値は 3分です。ただし、SIPユーザエージェント (UA)設定
モードで timersexpiresコマンドを使用すると、有効期限を最大 30分に設定できます。

（注）

早期メディアカットスルーコールが期限切れタイマー制限に達したために特定のダイヤルピ

アでドロップされないようにするには、ダイヤルピア音声設定モードで

voice-classsipresettimerexpiresコマンドを使用します。

Cisco Unified CME、Cisco IOS音声ゲートウェイ、Cisco UBEですべてのダイヤルピアをグロー
バルに構成して、SIP 183メッセージ受信時に有効期限タイマーをリセットするには、voice
service SIP構成モードで、resettimerexpiresコマンドを使用します。個々のダイヤルピアの
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SIP 183メッセージの受信時に有効期限タイマーがリセットされないようにするには、ダイヤ
ルピア音声設定モードで novoice-classsipresettimerexpiresコマンドを使用します。

例 次の例は、SIP183メッセージを受信するたびに有効期限タイマーをリセットするよう
に、Cisco Unified CME、Cisco IOS音声ゲートウェイ、または Cisco UBE上のダイヤル
ピア 1を設定する方法を示しています。

Router> enable
Router# configureterminal
Router(config)# dial-peer voice 1 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip reset timer expires 183

関連コマンド descriptionコマンド

SIP183メッセージの受信時に有効期限タイマーをリセットするように、Cisco
Unified CME、Cisco IOS音声ゲートウェイ、または Cisco UBEをグローバル
に設定します。

resettimerexpires

セッションを維持するための適切な応答が受信されない場合に、SIP INVITE
要求がタイムアウトになるまでの有効期間を指定します。

timersexpires
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音声クラス SIPリソース優先度 DSCPプロファイル
ダイヤルピアに differentiated services code point (DSCP)プロファイルを適用するには、dial peer
voice構成モードで、voice-class sip resource priority dscp-profileを使用します。この構成を無
効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-class sip resource priority dscp-profile tag
no voice-class sip resource priority dscp-profile

構文の説明 DSCPプロファイルグループタグ番号。値の範囲は 1～ 10000です。タ

グ

コマンドデフォルト DSCPプロファイルは適用されません。

コマンドモード
Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(2)T

使用上のガイドライン voice-class sip resource priority dscp-profileコマンドを使用して、ダイヤルピアに対して dscp
media コマンドを使用して設定された DSCPプロファイルを適用できます。

例 次の例は、ダイヤルピアの DSCPプロファイルを設定する方法を示しています。
Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# dial-peer voice 4 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip resource priority dscp-profile 1

関連コマンド descriptionコマンド

ダイヤルピアを設定し、ダイ

ヤルピア音声設定モードに入

ります。

dial-peer voice

RPHから DSCPへのマッピン
グを指定します。

dscp media
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voice-class sip resource priority mode (dial-peer)
ユーザアクセスサーバ (UAS)をルーズモードまたはストリクトモードで動作するようにプッ
シュするには、ダイヤルピア音声設定モードで voice-classsipresourceprioritymodeコマンドを
使用します。 voice-classsipresourceprioritymodeを無効にするには、このコマンドの no形式を
使用します。

voice-classsipresourceprioritymode[loose | strict]
novoice-classsipresourceprioritymode[loose | strict]

構文の説明 (オプション)ルーズモードでは、Session Initiation Protocol (SIP)リクエストの
Resource-Priorityヘッダーで受信された名前空間の不明な値または優先度の値は、ゲート
ウェイによって無視されます。要求は、Resource-Priorityヘッダーが存在しないかのよ
うに処理されます。

loose

(オプション)厳密モードでは、SIP要求のResource-Priorityヘッダーで受信された名前空
間の不明な値または優先度の値は、ゲートウェイによって SIP応答コード 417 (不明な
Resource-Priority)メッセージ応答を使用して拒否されます。サポートされている名前空
間と値を列挙する Accept-Resource-Priorityヘッダーが、417メッセージ応答に含まれま
す。

strict

コマンドデフォルト デフォルト値は loosemodeです。

コマンドモード
Dial peer voice構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(2)T

使用上のガイドライン このコマンドの noバージョンを実行すると、呼び出しは looseモードで動作します。

例 次の例は、voice-classsipresourceprioritymodeコマンドをルーズモードで設定する方法
を示しています。

Router(config)# dial-peer voice 102 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip resource priority mode loose

次の例は、 voice-classsipresourceprioritymodeコマンドを厳密モードで設定する方法を
示しています。

Router(config)# dial-peer voice 102 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip resource priority mode strict
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関連コマンド descriptionコマンド

初回の発信 INVITEメッセージリクエストに対して、優
先度に基づく必須の通話優先制御を処理します。

voice-class sip resource priority
namespace
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音声クラス SIPリソース優先度名前空間 (dial-peer)
最初のオリジナル INVITEメッセージ要求に対する必須コール優先順位付け処理を優先するに
は、ダイヤルピア音声設定モードで voice-classsipresourceprioritynamespaceコマンドを使用し
ます。 voice-classsipresourceprioritynamespaceコマンドを無効にするには、このコマンドの no
形式を使用します。

voice-classsipresourceprioritynamespace[drsn | dsn | q735]
novoice-classsipresourceprioritynamespace[drsn | dsn | q735]

構文の説明 (オプション)米国国防総省レッドスイッチドネットワーク (DRSN)。drsn

(オプション) U.S. Defense Switched Network (DSN)。dsn

(オプション) International Telecommunications Union、 Stage 3 description for community of
interest supplementary services using Signaling System No. 7: Multilevel precedence and preemption,
Recommendation Q.735.3、1993年 3月

q735

コマンドデフォルト このコマンドの noバージョンを namespaceを使用して実行すると、Cisco IOSゲートウェイは
PSTN側で受信したMultilevel Precedence and Preemption（MLPP）値を透過的に渡します。

コマンドモード
Dial peer voice構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(2)T

使用上のガイドライン ネームスペースを使用してこのコマンドの noバージョンを実行すると、Cisco IOSゲートウェ
イは PSTN側で受信したMLPP値を透過的に渡します。

例 次の例は、米国DSN形式の名前空間で voice-classsipresourceprioritynamespaceコマン
ドを設定する方法を示しています。

Router(config)# dial-peer voice 102 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip resource priority namespace dsn

次の例は、米国 DRSN形式の名前空間で voice-classsipresourceprioritynamespaceコマ
ンドを設定する方法を示しています。

Router(config)# dial-peer voice 102 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip resource priority namespace drsn

次の例は、パブリック SS7ネットワーク形式の名前空間で
voice-classsipresourceprioritynamespaceコマンドを設定する方法を示しています。
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Router(config)# dial-peer voice 102 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip resource priority namespace q735

関連コマンド descriptionコマンド

UASを緩いモードまたは厳密なモードで動作するように
プッシュします。

voice-classsipresourceprioritymode
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voice-class sip rsvp-fail-policy
Resource Reservation Protocol (RSVP)ネゴシエーションに失敗した場合に Cisco IOS Session
Initiation Protocol (SIP)ゲートウェイのダイヤルピアレベルでの操作を指定するには、dial peer
構成モードで、voice-classsiprsvp-fail-policyコマンドを使用します。失敗の動作をデフォルト
設定にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-classsiprsvp-fail-policy {video | voice}post-alert {optionalkeep-alive | mandatory {keep-alive
| disconnectretry再試行回数}}interval秒
novoice-classsiprsvp-fail-policy {video | voice}post-alert {optional[keep-alive] |mandatory[keep-alive
| disconnectretry再試行回数]}[interval秒]

構文の説明 ビデオ RSVPストリームタイプを指定します。video

オーディオまたはファックスの RSVPストリームタイプを指定します。voice

この動作は、通話状態が [ポストアラート]の場合にのみ行われることを指定しま
す。

post-alert

RSVPネゴシエーションがオプションであっても、RSVPが失敗した場合に動作が
行われるように指定します。

optional

RSVPネゴシエーションが必須の場合にのみ、RSVPが失敗したときに動作が実行
されることを指定します。

mandatory

RSVPが失敗した場合にキープアライブメッセージを送信することを指定します。keep-alive

指定された再試行回数後に RSVPが失敗した場合に通話を切断することを指定し
ます。

disconnect

通話を切断する前に再接続を試行する回数を指定します。retry

再試行回数。有効なエントリは 1から 100までです。再試行回

数

キープアライブまたは再試行の間隔を指定します。interval

再試行間隔（秒単位）。有効なエントリは 5から 3600までです。秒

コマンドデフォルト キープアライブメッセージは、RSVPネゴシエーション設定 (必須またはオプション)に関係な
く、post alert voiceまたは video callが RSVPネゴシエーションに失敗した場合に、30秒ごとに
送信されます。

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
49

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
voice-class sip rsvp-fail-policy



コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、通話がRSVPネゴシエーションに失敗した場合の通話処理動作を設
定します。オプションまたは必須のRSVPネゴシエーションのいずれかで実行される動作を構
成できますが、その動作はポストアラート状態の通話にのみ適用されます。RSVPネゴシエー
ションが失敗したときに実行される動作を設定するには、ダイヤルピア設定モードで

voice-classsiprsvp-fail-policyコマンドを使用します。

通話が、任意で行う RSVPネゴシエーションに失敗した場合、RSVPネゴシエーションが成功
するまで、指定された間隔でキープアライブ機能を使用してネゴシエーションを再試行する必

要があります。

ネゴシエーションが必須であるRSVPネゴシエーションで通話が失敗した場合、次の 2つの方
法のいずれかで RSVPネゴシエーションを設定する必要があります。

• RSVPネゴシエーションに失敗した通話は、指定された間隔で再試行が行われ、指定され
た回数だけRSVPの再ネゴシエーションが試行された後に切断されます。これらの再試行
中にネゴシエーションが成功すると、カウンターとタイマーはゼロにリセットされます。

• RSVPネゴシエーションに失敗した通話は、ネゴシエーションが成功するまで、指定され
た間隔で送信されるキープアライブメッセージによって維持されます。

例 次の例は、ネゴシエーションがオプションの場合に、RSVPネゴシエーションに失敗
した通話に対して 60秒間隔でキープアライブメッセージを送信するように指定する
方法を示しています。

Router(config)# dial-peer voice 102 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip rsvp-fail-policy voice post-alert optional
keep-alive interval 60

関連コマンド descriptionコマンド

VoIPダイヤルピア上の着信コールと発信コールの許容可能な QoS
を定義します。

acc-qos

SIP INVITEの従来の処理へのフォールバックを設定します。handle-replaces

RSVP防御優先度値を設定します。ipqosdefending-priority

QoSの DSCP値を設定します。ipqosdscp

帯域幅予約を指定するために使用されるアプリケーション固有の予

約 (アプリケーション ID)を構成します。
ipqospolicy-locator

RSVPプリエンプションの優先度値を設定します。ipqospreemption-priority
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descriptionコマンド

RSVPを使用して、VoIPで指定されたダイヤルピアに到達するため
の特定の QoSを要求します。

req-qos

SIP通話のアクティブな UACおよび UAS情報を表示します。show-sip-uacalls
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voice-class sip send 180 sdp
着信 180セッション記述プロトコル（SDP）メッセージを 180 SDPメッセージにマッピングす
るように Cisco Unified Border Element（Cisco UBE）を設定するには、ダイヤルピア音声設定
モードまたは SIP設定モードで voice-class sip send 180 sdpコマンドを使用します。この機能
を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-class sip send 180 sdp
novoice-class sip send 180 sdp

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト このコマンドは無効になっています。 Cisco UBEは、着信 180 SDPメッセージを 183 SDPメッ
セージに変換します。

コマンドモード ダイヤルピア音声設定（config-dialpeer）

SIP構成 (conf-serv-sip)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(4)M

使用上のガイドライン このコマンドは、着信ダイヤルピアで有効にする必要があります。 voice-class sip send 180 sdp
コマンドを有効にして、180 SDPメッセージを 180 SDPメッセージにマッピングします。この
コマンドを無効にすると、着信 180 SDP (呼び出し中)メッセージは 183 SDP (セッション進行
中)メッセージにマッピングされます。

例 次の例は、ダイヤルピアレベルで voice-class sip send 180 sdpを構成する方法を示して
います。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# dial peer voice
Device(config-dialpeer)# voice-class sip send 180 sdp
Device(config-dialpeer)# exit

関連コマンド descriptionコマンド

Cisco IOS音声ゲートウェイまたは Cisco UBE上の個々のダイヤルピアを
設定して、特定の着信セッション開始プロトコル (SIP)暫定応答メッセー
ジをドロップ (通過させない)します。

voice-class sip
block

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
52

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
voice-class sip send 180 sdp



voice-class sip srtp-auth

有効な Cisco IOS XE Everestリリース 16.5.1bでは、 srtp-authコマンドは非推奨です。このコ
マンドは Cisco IOS XE Everestソフトウェアでも引き続き使用できますが、このコマンドを実
行しても設定は変更されません。優先暗号スイートを使用して SRTP接続を構成するには、
voice class srtp-cryptoコマンドを使用します。詳細については、 voice-class sip srtp-crypto（55
ページ）コマンドのドキュメントを参照してください。

（注）

ダイヤルピアレベルで優先暗号スイートを使用してCiscoUnifiedBorderElement（CiscoUBE）
上で Secure Real-time Transport Protocol（SRTP）接続を設定するには、ダイヤルピア音声設定
モードで voice-class sip srtp-authコマンドを使用します。この構成を無効にするには、コマン
ドの no形式を使用します。

voice-classsipsrtp-auth{sha-32|sha-80|system}
novoice-classsipsrtp-auth

構文の説明 AES_CM_128_HMAC_SHA1_32認証スイートによる安全な通話を許可します。sha-32

AES_CM_128_HMAC_SHA1_80認証スイートによる安全な通話を許可します。sha-80

グローバル構成を使用します。system

コマンドデフォルト SHA-32暗号スイートはデフォルトで構成されています。

コマンドモード Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.4(1)T

このコマンドは非推奨になりました。Cisco IOS XE Everest
16.5.1b

使用上のガイドライン グローバルレベルで設定された暗号スイートを使用するには、 systemコマンドで voice-class
sip srtp-authキーワードを使用します。

例

次の例は、AES_CM_128_HMAC_SHA1_80暗号スイートを使用してダイヤルピアレ
ベルで Cisco UBEの SRTP接続を設定する方法を示しています。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# dial-peer voice 15 voip
Device(config-dial-peer)# voice-class sip srtp-auth sha1-80
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関連コマンド descriptionコマンド

優先暗号スイートを使用して、Cisco Unified Border Element (Cisco UBE)上の
Secure Real-time Transport Protocol (SRTP)接続をグローバルレベルで設定しま
す。

srtp-auth

セッション開始プロトコル (SIP)ユーザーエージェント (UA)のセキュアリ
アルタイムトランスポートプロトコル (SRTP)情報を表示します。

show sip-ua
srtp
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voice-class sip srtp-crypto
以前に設定した暗号スイート選択設定をダイヤルピアに割り当てるには、 voice-class sip
srtp-cryptoコマンドを使用します。ダイヤルピアから暗号スイート設定を削除し、デフォル
トの設定リストに戻すには、このコマンドの noまたは default形式を使用します。

voice-classsip srtp-crypto crypto-tag
no voice-classsipsrtp-crypto
default voice-classsipsrtp-crypto

構文の説明 音声クラスに割り当てられた一意の番号。値の範囲は 1～ 10000です。

この番号は、グローバルコンフィギュレーションモードで使用可能な voice class
srtp-cryptoコマンドを使用して作成されたタグにマッピングされます。

crypto-tag

コマンドデフォルト ダイヤルピアに暗号スイートの優先順位は割り当てられていません。

コマンドモード ダイヤルピア設定（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEEverest 16.5.1b

使用上のガイドライン

global構成モードまたは tenant構成モードで voice-class sip srtp-crypto crypto tagコマンドを実
行して crypto-tagを適用する前に、voice class srtp-crypto crypto-tagコマンドを使用して srtp
voice-classを作成します。

（注）

割り当てることができる暗号タグは1つだけです。別の暗号タグを割り当てると、最後に割り
当てられた暗号タグが前の暗号タグに置き換えられます。

例

Device enable
Device# configure terminal
Device(config)# dial-peer voice 300 voip
Device(config-dial-peer)# voice-class sip srtp-crypto 102

関連コマンド descriptionコマンド

以前に構成された暗号スイート選択優先リストをグローバルに、または音声

クラステナントに割り当てます。

srtp-crypto
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descriptionコマンド

オファーとアンサーで SDP内の Cisco Unified Border Element (CUBE)によっ
て提供される SRTP暗号スイートの優先順位を指定します。

crypto

セッション開始プロトコル (SIP)通話のアクティブなユーザーエージェント
クライアント (UAC)およびユーザーエージェントサーバー (UAS)の情報を
表示します。

show sip-ua
calls

セッション開始プロトコル (SIP)ユーザーエージェント (UA)のセキュアリ
アルタイムトランスポートプロトコル (SRTP)情報を表示します。

show sip-ua
srtp
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voice-class sip srtp negotiate
Secure Real-Time Transport Protocol (SRTP)ネゴシエーションを有効にして、Cisco IOS Session
Initiation Protocol (SIP)ゲートウェイの個々のダイヤルピアを許可して、応答でRTPAudio/Video
Profile (AVP)を RTP Secure AVPオファー (SRTPプロファイルとも呼ばれる)に送信するには、
dial peer voice構成モードで、voice-classsipsrtpnegotiateコマンドを使用します。ダイヤルピア
で、デフォルトの (グローバル) SRTPネゴシエーション設定に戻るには、systemキーワードを
使用します。ダイヤルピアでの SRTPネゴシエーションを無効にするには、このコマンドの
no形式を使用します。

voice-classsipsrtpnegotiate {cisco | system}
novoice-classsipsrtpnegotiate

構文の説明 Cisco IOS SIPゲートウェイ上の個々のダイヤルピアが、ゲートウェイのグローバル設
定を上書きして、SRTPオファーに応答して RTPプロファイルの送信と受け入れをネ
ゴシエートできるようにします。

cisco

個々のダイヤルピアが Cisco IOS SIPゲートウェイのグローバル (システム) SRTPネゴ
シエーション設定を使用することを指定します。これがデフォルト設定です。

system

コマンドデフォルト SRTPネゴシエーションは、Cisco IOSゲートウェイのグローバル設定によって決定されます
(voice-classsipsrtpnegotiatesystem)。

コマンドモード
Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)XY

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

Cisco Unified Border Elementまでサポートが拡張されました。12.4(22)T

使用上のガイドライン このコマンドにより、SIPゲートウェイ (または SIPゲートウェイ上の個々のダイヤルピア)は
SIP 4xxメッセージ応答を使用して SRTPフォールバックを許可できるようになります。
srtpfallbacksrtpnegotiateコマンドを使用すると、SIPゲートウェイは SRTPプロファイルに応
答して RTP (非セキュア)プロファイルを受け入れて送信するように設定できます。

ダイヤルピア音声設定モードで voice-classsipsrtpnegotiateコマンドを使用して、Cisco IOS SIP
ゲートウェイ上の個々のダイヤルピアのSRTPネゴシエーションを有効にし、ゲートウェイ上
のグローバル設定を上書きします。SRTPネゴシエーションを有効にすると、ダイヤルピアは
SRTPオファーに応じて非セキュア RTPプロファイルを受け入れ、送信できるようになりま
す。 SIPゲートウェイのグローバル SRTPネゴシエーション設定を構成するには、音声サービ
ス SIP設定モードで srtpnegotiateコマンドを使用します。
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voice-classsipsrtpnegotiateコマンドが有効になっている場合、SRTPネゴシエーションには 2つ
のシナリオがあります。

• srtpfallbackコマンドが有効になっている SIPダイヤルピアでは、ダイヤルピアは SRTPオ
ファーに対する RTP応答を受け入れます。

• srtpfallbackコマンドが無効になっている SIPダイヤルピアでは、ダイヤルピアは着信
SRTP呼び出しを許可し、RTP応答で応答します。

これらの動作は、セッションの確立に関与する初期SIPメッセージのサポート対象ヘッダーの
「X-cisco-srtp-fallback」拡張機能を使用して実現されます。

例 次の例は、ダイヤルピアで SRTPネゴシエーションが有効になっていて、グローバル
設定が上書きされていることを示しています。

Device(config)# dial-peer voice 1
Device(config-dial-peer)# voice-class sip srtp negotiate cisco

関連コマンド descriptionコマンド

個々のダイヤルピアが SRTPを使用して安全な通話を有効にすることを指定し
ます。また、オプションで RTPへのフォールバックを有効にします (グローバ
ル設定を上書きします)。

srtp(dialpeer)

安全な通話を有効にするために SRTPの使用を指定し、オプションで Cisco IOS
SIPゲートウェイ上でグローバルに RTPへのフォールバックを有効にします。

srtp(voice)

Cisco IOS SIPゲートウェイで SRTPネゴシエーションをグローバルに有効にし
ます。

srtpnegotiate
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voice-class sip tel-config to-hdr
To: Header (to hdr) request Uniform Resource Identifier (URI)をダイヤルピア VoIP Session Initiation
Protocol (SIP)通話の telephone (TEL)形式に構成するには、dial peer voice構成モードで、
voice-classsiptel-configto-hdrコマンドを使用します。デフォルト値にリセットするには、この
コマンドの no形式を使用します。

voice-classsiptel-configto-hdr {phone-context | system}
novoice-classsiptel-configto-hdr

構文の説明 ダイヤルピアベースで、phone contextパラメータを TEL URLに追加します。phone-context

システム値を使用します。これはデフォルトです。system

コマンドデフォルト ダイヤルピアレベルのTo:ヘッダー要求URIは、グローバル構成レベルの設定を使用します。

コマンドモード
Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)YB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(24)Tに統合されました。12.4(24)T

使用上のガイドライン voice-classsiptel-configto-hdrコマンドは、SIP設定モードで設定された tel-configto-hdrコマン
ドよりも優先されます。ただし、 voice-classsiptel-configto-hdrコマンドを systemキーワード
とともに使用した場合、ゲートウェイは tel-configto-hdrコマンドによって設定されたグローバ
ル設定を使用します。

例 次の例では、ダイヤルピア VoIP SIP通話の To:ヘッダーを TEL形式で設定し、
phone-contextパラメータを追加します。

dial-peer voice 102 voip
voice-class sip tel-config to-hdr phone-context

関連コマンド descriptionコマンド

VoIP SIP通話の To:ヘッダー要求 URIを電話形式に設定します。tel-configto-hdr

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
59

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
voice-class sip tel-config to-hdr



音声クラス SIPテナント
ダイヤルピアを特定のテナント設定に関連付けるには、ダイヤルピア設定モードで

voice-classsiptenantコマンドを使用します。関連付けを削除するには、このコマンドの no形
式を使用します。

voice-classsiptenanttag
novoice-classsiptenanttag

構文の説明 音声クラスの SIPテナントを識別するために使用される番号。値の範囲は 1～ 10000で
す。

タ

グ

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.6(2)Tおよび IOS XE Denali 16.3.1

使用上のガイドライン dial peer構成モードで、voice-classsiptenant<tag>コマンドを使用して、を dial-peer
voice-classsiptenant<tag>に関連付けます。ダイヤルピアがテナントに関連付けられている場
合、設定は次の優先順位で適用されます。

1. ダイヤルピアコンフィギュレーション

2. テナント設定

3. グローバル構成

ダイヤルピアにテナントが設定されていない場合は、次の順序でデフォルトの動作を使用して

設定が適用されます。

1. ダイヤルピアコンフィギュレーション

2. グローバル構成

例 次の例は、ダイヤルピア設定モードでコマンドを設定する方法を示しています。
voice-classsiptenant<tag>

Router(config)# dial-peer voice 10 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip tenant <tag>
Router(config-dial-peer)# end
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voice-class sip transport switch
特定のダイヤルピアの大きな Session Initiation Protocol（SIP）メッセージの UDPと TCPトラ
ンスポートメカニズムの切り替えを有効にするには、ダイヤルピア設定モードで

voice-classsiptransportswitchコマンドを使用します。特定のダイヤルピアの大きな SIPメッ
セージのUDPと TCPトランスポートメカニズムの切り替えを無効にするには、このコマンド
の no形式を使用します。

voice-classsiptransportswitchudptcp
novoice-classsiptransportswitchudptcp

構文の説明 SIP要求のサイズがMTUサイズより大きいことを基準に、UDPからのトランスポート切
り替えを有効にします。

udp

TCPへのトランスポート切り替えを有効にします。tcp

コマンドデフォルト 無効になっています。

コマンドモード
ダイヤルピアコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

使用上のガイドライン voice-classsiptransportswitchコマンドはグローバル transportswitchコマンドよりも優先されま
す。

例 次の例は、 voice-classsiptransportswitchコマンドを設定する方法を示しています。

Router(config)# dial-peer voice 102 voip
Router(config-dial-peer)# voice-class sip transport switch udp tcp

関連コマンド descriptionコマンド

SIPトランスポートハンドラーとTCPまたはUDPプロセスのトレースを
有効にします。

debug ccsip transport

SIPメッセージが 1300バイトより大きい場合、トランスポートメカニズ
ムの切り替えをグローバルに有効にします。

transportswitch
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voice-class sip url
ダイヤルピアSIPコールのURLをセッション開始プロトコル (SIP)、SIPセキュリティ (SIPS)、
または電話 (TEL)形式に設定するには、ダイヤルピア音声設定モードで voice-classsipurlコマ
ンドを使用します。デフォルト値にリセットするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

voice-classsipurl {sip | sips | tel[phone-context] | system}
novoice-classsipurl

構文の説明 ダイヤルピアベースの通話用に SIP形式の URLを生成します。sip

ダイヤルピアベースの通話用に SIPS形式の URLを生成します。sips

ダイヤルピアベースの通話に対して TEL形式の URLを生成します。tel

(オプション)ダイヤルピアベースで電話コンテキストパラメータを TEL URL
に追加します。

phone-context

システム値を使用します。これはデフォルトです。system

コマンドデフォルト SIP呼び出しはダイヤルピアレベルで、グローバル構成レベルの設定を使用します。

コマンドモード
Dial peer voice configuration (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(8)Tに統合されました。このリリースには、
Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco AS5850のサポートは
含まれていません。

12.2(8)T

このコマンドは、Cisco AS5300、Cisco AS5350、および Cisco AS5400プラット
フォームに実装されました。

12.2(11)T

sipsキーワードが追加されました。12.4(6)T

phone-contextキーワードが追加されました。12.4(22)YB

このコマンドが Cisco IOS Release 15.0(1)Mに統合されました。15.0(1)M
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使用上のガイドライン このコマンドは、発信 SIP INVITE要求の要求行で SIP、SIPS、または TEL URLを使用するた
め、ユーザエージェントクライアント (UAC)にのみ影響します。 SIP URLは SIP要求の発信
元、受信者、および宛先を示します。TEL URLは音声通話の接続を示します。

このコマンドは、SIP設定モードで設定されたコマンドよりも優先されます。voice-classsipurlurl
ただし、 voice-classsipurlコマンドを systemキーワードとともに使用した場合、ゲートウェイ
は urlコマンドでグローバルに設定された内容を使用します。

例 次の例は、SIP形式で URLを生成するようにコマンドを設定する方法を示していま
す。 voice-classsipurl

dial-peer voice 102 voip
voice-class sip url sip

次の例は、SIPS形式で URLを生成するようにコマンドを設定する方法を示していま
す。 voice-classsipurl

dial-peer voice 102 voip
voice-class sip url sips

次の例は、TEL形式の URLを生成するように voice-classsipurlコマンドを設定する方
法を示しています。

dial-peer voice 102 voip
voice-class sip url tel

次の例は、voice-classsipurlを構成して、TELけいっひきで URLを作成する方法と、
phone-contextパラメータを追加する方法を示しています。

dial-peer voice 102 voip
voice-class sip url tel phone-context

関連コマンド descriptionコマン

ド

SIP、SIPS、またはTEL形式でURLを生成します。sipurl

URLをSIP、SIPS、またはTEL形式に設定します。url
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voice-class source interface
ループバックインターフェイスを VoIPまたは VoIPv6ダイヤルピアプロファイルに関連付け
るには、ダイヤルピア設定モードで voice-classsourceinterfaceコマンドを使用します。この関
連付けを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-classsourceinterfaceloopbackインターフェイス ID[IPv4アドレスipv6-address]
novoice-classsourceinterfaceloopbackインターフェイス ID[IPv4アドレスipv6-address]

構文の説明 ループバックインターフェイスアドレスを指定します。loopback

アドレスを設定するインターフェイスを指定します。インターフェイスID

(オプション)ループバックインターフェイスアドレスで使用される
IPv4アドレス。

IPv4アドレス

(オプション)ループバックインターフェイスアドレスで使用される
IPv6アドレス。

ipv6-address

コマンドデフォルト VoIPv6ダイヤルピアプロファイルにはループバックインターフェイスが関連付けられていま
せん。

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

使用上のガイドライン voice-classsourceinterfaceコマンドが設定されている場合、音声ゲートウェイの DSPによって
生成される Routing Time Protocol (RTP)の送信元アドレスは、ループバックインターフェイス
で設定されたアドレスから取得されます。このコマンドは、ゲートウェイによって発信された

RTPパケットのポリシーベースルーティング (PBR)に使用されます。ポリシールートマップ
はループバックインターフェイスの下に設定され、その後、voice-class source interfaceコマン
ドを使用して VoIPまたは VoIPv6ダイヤルピアの下にループバックインターフェイスが指定
されます。

このコマンドは、E1/T1、BRI、またはアナログポートを介して電話機器を IPネットワークに
接続するルータの音声ゲートウェイシナリオにのみ適用されます。これは、IP間音声シナリ
オ（トランスコーディングの有無にかかわらず）のCiscoUnifiedBorder Element（CUBE）には
適用されません。 RTPトラフィックの PBRは CUBEでは実装されていません。

例 次の例では、ループバックインターフェイスをVoIPv6 dial-peerプロファイルに関連付
けます。
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Router(config)# dial-peer voice 1 voip
Router (config-dial-peer)# voice-class source interface loopback0

関連コマンド descriptionコマンド

特定のダイヤルピアを定義し、音声カプセル化の方法を指定して、ダイヤルピ

ア設定モードに入ります。

dial-peervoice
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voice-class stun-usage
voice classを設定するには、stun-usageという voice class構成モードに入り、global、dial-peer、
ephone、ephone template、voice register poolまたは voice register pool template構成モードで、
voice-classstun-usageコマンドを使用します。音声クラスを無効にするには、このコマンドの
no形式を使用します。

voice-classstun-usagetag
novoice-classstun-usagetag

構文の説明 1～10000の範囲の一意の識別子。タ

グ

コマンドデフォルト 音声クラスが定義されていません。

コマンドモード
Global configuration (config) Dial peer configuration (config-dial-peer) Ephone configuration
(config-ephone) Ephone template configuration (config-ephone-template) Voice register pool configuration
(config-register-pool) Voice register pool template configuration (config-register-pool)

コマンド履歴 変更シスコ製品リリー

ス

このコマンドが導入されました。Cisco Unified CME 7.012.4(22)T

このコマンドは変更されました。このコマンドは、ephone
サマリー、ephoneテンプレート、音声レジスタプール、ま
たは音声レジスタプールテンプレート設定モードで有効に

できます。

Cisco Unified CME 8.115.1(2)T

使用上のガイドライン voice-class stun-usageが削除されると、ダイヤルピア、ephone、ephoneテンプレート、音声レジ
スタプール、または音声レジスタプールテンプレートの設定からも自動的に削除されます。

例 次の例は、 voiceclassstun-usageタグを 10000に設定する方法を示しています。
Router(config)# voice class stun-usage 10000
Router(config-ephone)# voice class stun-usage 10000
Router(config-voice-register-pool)# voice class stun-usage 10000

関連コマンド descriptionコマンド

STUNを使用してファイアウォールトラバーサルを有効に
します。

stunusagefirewall-traversalflowdata

エージェント IDを設定します。stunflowdataagent-id
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voice-class tone-signal
以前に設定したトーン信号音声クラスを音声ポートに割り当てるには、音声ポート設定モード

で voice-classtone-signalコマンドを使用します。トーン信号音声クラスを削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

voice-classtone-signaltag
novoice-classtone-signaltag

構文の説明 音声クラスに割り当てられた一意のラベル。タグラベルは、voiceclasstone-signalグロー
バルコンフィギュレーションコマンドを使用して作成されたタグラベルにマッピング

されます。最大 32文字の英数字を使用できます。

タ

グ

コマンドデフォルト 音声ポートにはトーン信号音声クラスが割り当てられていません。

コマンドモード
Voice-port configuration

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(4)XD

このコマンドがCisco IOSRelease 12.3(7)Tに統合されました。12.3(7)T

使用上のガイドライン voice-classtone-signalコマンドは、ear and mouth (E&M)音声ポートのシグナルタイプが Land
Mobile Radio (LMR)のポートでのみ使用できます。このコマンドのハイフネーションは、グ
ローバルコンフィギュレーションモードで使用される同様のコマンド voiceclasstone-signalで
使用されるハイフネーションとは異なることに注意してください。

例 次の例では、以前に設定した音声クラスを音声ポート 1/1/0に割り当てます。

voice-port 1/0/0
voice-class tone-signal mytones

関連コマンド descriptionコマンド

音声クラス設定モードに入り、トーン信号音声クラスの識別タグ番号を

割り当てます。

voiceclasstone-signal
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音声制御ファイル
Cisco Unified Communications Manager（CUCM）クラスタの Cisco証明書信頼リスト（CTL）
ファイルを作成し、CTLファイル設定モードに入るには、グローバル設定モードでvoice-ctl-file
コマンドを使用します。 CUCMクラスタの CTLファイルを削除するには、コマンドの no形
式を使用します。

voice-ctl-file ctl-ファイル名

no voice-ctl-file ctl-ファイル名

構文の説明 CTLファイルの名前。CTLファイル名には最大 30文字を入力できます。ctl-ファイル

名

コマンドデフォルト None

コマンドモード グローバルコンフィギュレーションモード (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン voice-ctl-fileコマンドを使用すると、CUCMクラスタのCTLファイルのインスタンスを作成で
きます。 CTLファイル設定モードでは、CTLファイルの作成に使用するトラストポイントを
指定できます。

例

次の例は、「myctl」という CTLファイルインスタンスを作成する方法を示していま
す。

Device(config)# voice-ctl-file myctl
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音声確認音
専用回線、自動リングダウン（PLAR）、または PLAR構外内線（OPX）接続の 2回のビープ
確認音を無効にするには、音声ポート設定モードで voiceconfirmation-toneコマンドを使用し
ます。 2度のビープ音による確認トーンを有効にするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

voiceconfirmation-tone
novoiceconfirmation-tone

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト PLARおよび PLAR OPX接続では 2回のビープ確認音が聞こえます。

コマンドモード
Voice-port configuration

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドはCiscoMC3810で導入されました。11.3(1)MA

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、PLARおよびPLAROPX接続で発信者が受話器を取ったときに聞こ
える 2回のビープ確認音を無効にします。このコマンドは、voice-port connectionコマンドが
PLARまたは PLAR OPXに設定されている場合にのみ有効です。

例 次の例では、音声ポート 1/0/0の 2回のビープ確認音を無効にします。

voice-port 1/0/0
connection plar-opx
voice confirmation-tone

関連コマンド DescriptionCommand

Specifies a connection mode for a voice port.connection
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voice dnis-map
デジタル番号識別サービス（DNIS）マップを作成または変更するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードでvoicednis-mapコマンドを使用します。DNISマップを削除するには、
このコマンドの no形式を使用します。

voicednis-mapマップ名[url]
novoicednis-mapmap-name

構文の説明 DNISマップの名前。マップ

名

(オプション) DNISエントリのリストを含む外部テキストファイルの URL。URL

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco AS5300、Cisco AS5350、およびCisco AS5400で導入されま
した。

12.2(2)XB

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合され、Cisco 3640および Cisco
3660に実装されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン DNISマップは、単一のダイヤルピアに関連付けられたDNIS番号のテーブルです。VoiceXML
などのアプリケーションでは、DNISマップを使用すると、VoiceXMLドキュメントを参照す
るために使用されるすべての DNIS番号に対して単一のダイヤルピアを設定できます。音声
DNISマップを使用する場合は、次の点に留意してください。

• DNISマップ内の DNISエントリごとに個別のエントリを作成する必要があります。ワイ
ルドカードはサポートされていません。

• URLが指定されていない場合、コマンドは DNISマップ設定モードに入り、 dnisコマン
ドを使用して DNIS番号を入力できるようになります。

• URL引数は、DNISエントリのリストを含む外部テキストファイルの場所を指します
(例:tftp://dnismap.txt)。これにより、管理者は、必要に応じて、各ゲートウェイでDNISエ
ントリを構成するのではなく、すべての DNISマップエントリの単一のプライマリファ
イルを維持できます。

テキストファイル拡張子の名前は重要ではありません。拡張子はチェックされないた

め、.doc、.txt、.cfgはすべて許容されます。ファイル内のエントリは、Cisco IOSソフトウェ
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アで設定された DNISエントリと同じになるはずです (例: dnis 5553305 url
tftp://global/tickets/movies.vxml)。

• DNISマップに使用される外部テキストファイルは TFTPサーバに保存する必要がありま
す。HTTPサーバには保存できません。

• DNISマップをダイヤルピアに関連付けるには、 dnis-mapコマンドを使用します。

• DNISマップの構成情報を表示するには、 showvoicednis-mapコマンドを使用します。

例 次の例は、voice dnis-mapコマンドを使用して DNISマップを作成する方法を示してい
ます。

voice dnis-map dmap1

次の例は、DNISエントリを含むテキストファイルの場所を指定するURLと共に使用
される voice dnis-mapコマンドを示しています。

voice dnis-map dmap2 tftp://keyer/dmap2/dmap2.txt

以下は、DNISマップを構成するテキストファイルの内容の例です。

!Example dnis-map with 8 entries.
!
dnis 5550112 url tftp://global/ticket/vapptest1.vxml
dnis 5550111 url tftp://global/ticket/vapptest2.vxml
dnis 5550134 url tftp://global/ticket/vapptest3.vxml
dnis 5550178
dnis 5550100
dnis 5550101
dnis 5550102
dnis 5550103

関連コマンド descriptionコマンド

DNIS番号を DNISマップに追加します。dnis

DNISマップをダイヤルピアに関連付けます。dnis-map

DNISマップに関する構成情報を表示します。showvoicednis-map

前回のロード以降に変更されたDNISマップを再ロードします。voicednis-mapload
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voice dnis-map load
変更された DNISマップをリロードするには、特権 EXECモードで voicednis-maploadコマン
ドを使用します。このコマンドには no形式はありません。

voicednis-maploadマップ名

構文の説明 再ロードするDNISマップの名前。マップ

名

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco AS5300、Cisco AS5350、およびCisco AS5400で導入されま
した。

12.2(2)XB

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合され、Cisco 3640および Cisco
3660に実装されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドは、外部サーバにある DNISマップを再読み込みします。前回のロード以降に
DNISマップファイルが変更された場合は、このコマンドを使用します。

DNISマップを作成または変更するには、 voicednis-mapコマンドを使用します。

例 次の例では、「mapfile1」という名前の DNISマップを再ロードします。

Router# voice dnis-map load mapfile1

関連コマンド descriptionコマンド

DNIS番号を DNISマップに追加します。dnis

DNISマップをダイヤルピアに関連付けます。dnis-map

DNISマップに関する構成情報を表示します。showvoicednis-map

DNISマップコンフィギュレーションモードを開始して、DNISマップを
作成します。

voicednis-map
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voice dsp crash-dump
クラッシュダンプ機能を有効にし、宛先ファイルとファイル制限を指定するには、グローバル

コンフィギュレーションモードで voicedspcrash-dumpコマンドを入力します。機能を無効に
するには、コマンドの no形式を使用します。

voicedspcrash-dump[destinationurl | file-limit制限数]
novoicedspcrash-dump

構文の説明 クラッシュダンプ分析が保存される有効なファイルシステムを指定します。

url引数は有効なファイルシステムに設定する必要があります。

宛先 URLは次のいずれかになります

• TFTPサーバ上のファイル。形式は tftp://x.x.x.x/subfolder/filenameです。

x.x.x.xの値は TFTPサーバの IPアドレスです

•次の形式で指定される、ルータのフラッシュカード上のファイル:
slot0:filename

（注）

クラッシュダンプの保存先が指定されていない場合、デジタルシグナルプロ

セッサ (DSP)のクラッシュダンプ機能は無効になります。

destinationURL

クラッシュダンプファイル制限キーワードは、ゼロ以外の値に設定する必要

があります。デフォルトでは、url引数が空で、file-number引数が 0であるた
め、クラッシュダンプ機能はオフになっています。

limit-number引数の範囲は 0 (ファイルは書き込まれません)から 99までです。

（注）

クラッシュダンプファイルの制限が 0に設定されている場合、DSPクラッ
シュダンプ機能は無効になります。

file-limit制限
数

コマンドデフォルト クラッシュダンプ機能はオフになっています。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
73

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
voice dsp crash-dump



使用上のガイドライン クラッシュダンプファイルを書き込むようにルータを設定するには、 voicedspcrash-dumpコ
マンドの宛先URLを有効なファイルシステムに設定し、クラッシュダンプファイルの制限を
0以外の値に設定する必要があります。デフォルトでは、URLフィールドが空でファイル制限
が 0であるため、クラッシュダンプ機能はオフになっています。

各クラッシュダンプファイルが作成されると、ファイル名の末尾に番号が追加されます。こ

の番号は、後続のクラッシュダンプファイルが書き込まれるたびに、1からファイル制限まで
増加します。ルータがリロードされると、番号は 1にリセットされ、ファイル番号 1が再度書
き込まれます。ファイル数が最大ファイル制限に達すると、それ以上のファイルは書き込まれ

ません。

ファイル制限をゼロに設定してからゼロ以外の制限に設定することで、ファイル数を手動でリ

セットできます。これにより、書き込まれたファイルのカウントが再開され、1からファイル
制限の 99までのファイルが再度書き込まれるようになり、元のファイルが上書きされます。

ファイル番号引数をゼロ (デフォルト)に設定すると、DSPからのダンプ収集が無効になりま
す。この場合、メモリは DSPから収集されず、スタックはコンソールに表示されません。
キープアライブメカニズムがクラッシュしたDSPを検出すると、DSPは単に再起動されます。

ファイル番号引数をゼロ以外の数値に設定し、宛先URLをnullにすると、ダンプが収集され、
スタックがコンソールに表示されますが、ダンプファイルは書き込まれません。

ルータの自動回復がオフになっている場合、DSPダンプ機能は有効にならず、キープアライブ
チェックは実行されず、ダンプは収集または書き込まれません。

一部の種類のフラッシュは、削除されたファイルのスペースを解放するために完全に消去する

必要があり、一部の種類のフラッシュでは、フラッシュ全体が消去されるまで新しいバージョ

ンでファイルを上書きできません。結果として、フラッシュに書き込まれるダンプファイル

が 1つまたは 2つだけになるようにファイル制限を設定する必要がある場合があります。これ
により、フラッシュがいっぱいになるのを防ぎます。

（注）

クラッシュダンプファイルを内部フラッシュまたはブートフラッシュに書き込むことは推奨

されません。これらのファイルは通常、設定情報と Cisco IOSソフトウェアイメージを保持す
るために使用されるためです。 Ciscoでは、多くのルータのスロット 0またはスロット 1に挿
入できる予備のフラッシュカードにクラッシュダンプファイルを書き込むことを推奨してい

ます。これらのカードには通常、重要な情報は保存されていないため、消去される可能性があ

ります。さらに、これらのカードはルータから簡単に取り外してCiscoに送信できるため、ク
ラッシュダンプファイルを分析できます。

（注）

例 次の例では、クラッシュダンプ機能を有効にし、スロット 0の宛先ファイルを指定し
ます。

Router configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
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Router(config)# voice dsp crash-dump destination slot0:banjo-152-s
Router# end
1w0d:%SYS-5-CONFIG_I:Configured from console by console

特権 EXEC設定モードで show voice dsp crash-dumpコマンドを入力して設定を確認し
ます。

Router# show voice dsp crash-dump
Voice DSP Crash-dump status:

Destination file url is slot0:banjo-152-s
File limit is 20

Last DSP dump file written was
tftp://112.29.248.12/tester/26-152-t2

Next DSP dump file written will be slot0:banjo-152-s1

関連コマンド descriptionコマンド

クラッシュダンプのデバッグ情報を表示します。debugvoicedspcrash-dump

音声 DSPクラッシュダンプ情報を表示します。showvoicedspcrash-dump
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音声 DSP無効メッセージドロップ
無効なデジタル信号プロセッサ（DSP）メッセージをドロップするには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで voice dsp invalid-msg dropコマンドを使用します。この機能を無効
にするには、コマンドの no形式を使用します。

voicedspinvalid-msgdrop
novoicedspinvalid-msgdrop

コマンドデフォルト 無効な DSPメッセージはドロップされません。

コマンドモード グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。IOS XE Fujiリリース
16.8.1

使用上のガイドライン 音声DSP制御メッセージロガー機能を使用すると、ログに記録された制御メッセージをデバッ
グして、音声関連の問題を調べることができます。無効なメッセージを削除するには、 voice
dsp invalid-msg dropコマンドを使用します。

例 次の例では、無効な DSPメッセージを削除します。
Router# voice dsp invalid-msg drop
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音声エコーキャンセラー拡張
Cisco 1700シリーズ、Cisco ICS7750、またはCiscoAS5300で拡張G.168エコーキャンセラ (EC)
を有効にするには、グローバルコンフィギュレーションモードで voiceecho-cancellerextended
コマンドを使用します。デフォルト値にリセットするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

Cisco 1700シリーズおよび Cisco ICS 7750
voiceecho-cancellerextended
novoiceecho-cancellerextended

Cisco AS5300
voiceecho-cancellerextended[codecsmallcodeclargecodec]
novoiceecho-cancellerextended

構文の説明 (オプション)大証両方の制限されたコーデックを定義します。codec

フットプリントの小さいコーデック。 codec引数の有効な値は次のとおりで
す。

• g711

• g726

smallコーデッ
ク

フットプリントの大きいコーデック。 codec引数の有効な値は次のとおりで
す。

• fax-relay

• g723

• g728

• g729

• gsmefr

• gsmfr

largeコーデッ
ク

コマンドデフォルト 独自の Cisco G.165 ECが有効になっています。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(13)T
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変更リリー

ス

このコマンドは、CiscoAS5300で無制限のコーデックを許可するように変更されま
した。 codecキーワードはオプションになりました。

12.3(3)

使用上のガイドライン Cisco 1700シリーズおよび Cisco ICS7750

エコーキャンセラを切り替えるために、Cisco 1700シリーズまたは Cisco ICS7750のすべての
音声ポートをシャットダウンする必要はありませんが、エコーキャンセラを切り替えるとき

に、ルータ上にアクティブな通話がないことを確認する必要があります。

エコーキャンセルは音声品質を最小限に低下させる可能性のある侵入的なプロセスであるた

め、必要がない場合はこのコマンドを無効にする必要があります。

Cisco AS5300

このコマンドは、C542またはC549デジタル信号プロセッサモジュール (DSPM)高複雑度ファー
ムウェアを搭載した Cisco AS5300でのみ使用できます。

voiceecho-cancellerextendedコマンドは、C549DSPファームウェアを使用し、DSPと制限され
たコーデック別 1つの音声チャネルがある Cisco AS5300の拡張済み ECを有効にします。あ
らゆるコーデックがサポートされています。

voiceecho-cancellerextendedcodecコマンドは、C542または C549 DSPファームウェアを使用
し、DSPと制限されたコーデック別の 2つの音声チャネルがあるCisco AS5300の拡張済み EC
を有効にします。拡張 ECでは特定のコーデックのみ使用できます。

fax-relayを大きなコーデックとして選択しない場合、VoIPダイヤルピアでは、dial-peer構成
モードで、fax rate disabledコマンドを使用する必要があります。

拡張済みエコーキャンセラがサポートするコーデックを選択したら、新しい構成でサポートさ

れていない異なるコーデックがあるすべてのダイヤルピアを削除するか、音声コーデックまた

は fax-relayを選択して dial-peerコーデックを修正します。コーデックが制限されている場合、
選択できるのは 1つだけです。接続時の音声品質を確保するには、拡張済み EC互換コーデッ
クを使用して VoIPダイヤルピアを設定する必要があります。

アクティブな通話がある場合、このコマンドは受け入れられません。 ECがすでに有効になっ
ていてコーデックの選択が変更された場合、システムはダイヤルピアをスキャンします。新し

いグローバルコマンド設定に準拠していないダイヤルピアはすべて変更され、その変更がユー

ザに通知されます。同様に、モデムリレーは拡張 ECと互換性がないため、すべてのダイヤ
ルピアに対してグローバルに無効にする必要があります。

このコマンドは、 echo-cancelenableコマンドと echo-cancel coverageコマンドが有効になってい
る場合にのみ有効です。

（注）

例 次の例では、Cisco 1700シリーズまたはCisco ICS7750で拡張G.168ECを設定します。
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Router(config)# voice echo-canceller extended

次の例では、制限されたコーデックを使用して Cisco AS5300に拡張 G.168 ECを設定
します。

Router(config)# voice echo-canceller extended codec small g711 large g726

次の例は、制限されたコーデックが許可されていない場合に表示されるエラーメッ

セージを示しています。

Cannot configure now, dial-peer 8800 is configured with codec=g728, fax rate=disable,
modem=passthrough system.If necessary set this command to 'no', re-configure dial-peer
codec, fax rate and/or modem. Then re-enter this command.

上記の例では、ダイヤルピア 8800が、 voiceecho-cancellerextendedコマンドを使用し
て大規模なコーデックタイプに選択されなかったコーデックタイプ g728で誤って設
定されています。

関連コマンド DescriptionCommand

インターフェイスから送信され、同じインターフェイスで受信される音

声のキャンセルを有効にします。

echo-cancelcoverage

同じインターフェースで送受信される音声のキャンセルを有効にします。echo-cancel enable
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voice enum-match-table
音声通話用のENUM一致テーブルを作成するには、global構成モードで、voiceenum-match-table
を使用します。 ENUM一致テーブルを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

voiceenum-match-tabletable-number
novoiceenum-match-tabletable-number

構文の説明 ENUM一致テーブルの番号。範囲は1～15です。デフォルト値はありません。テーブル番

号

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン ENUMマッチテーブルは、着信コールを一致させるための一連のルールです。電話がかかっ
てくると、その着信番号は、最も優先度の高いルールの一致パターンと照合されます。

一致する場合、置換パターンが番号に適用されます。結果の番号とルールのドメイン名は、

ENUMクエリの作成に使用されます。

着信番号が一致パターンと一致しない場合は、優先順位の次のルールが選択されます。

例 次の例では、音声通話用の ENUMマッチテーブル 3を作成します。

Router(config)# voice enum-match-table 3
Router(config-enum)# rule 1 5/(.*)/ /\1/e164.cisco.com
Router(config-enum)# rule 2 4/^9011\(.*\)/ /\1/e164.arpa

この表では、ルール 1は任意の番号に一致します。結果の番号は発信番号と同じで
す。その番号とドメイン名「e164.cisco.com」は、ENUMクエリを作成するために使用
されます。

ルール 2は、9011で始まるすべての番号に一致します。着信番号から 9011が削除さ
れます。結果の番号とドメイン名「e164.arpa」は、ENUMクエリに使用されます。

着信通話の発信番号が 4085550112であるとします。[ルール 2が適用される]のは、優
先度が高いためです。最初の数桁の 4085はルール 2の 9011パターンと一致しないた
め、次に [ルール 1が適用されます]。発信番号が、ルール 1と一致し、結果の番号が
4085550112です。この番号と「e164.cisco.com」が組み合わさって、ENUMクエリ
(2.1.2.1.5.5.5.8.0.4.e164.cisco.com)を形成します。
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関連コマンド descriptionコマンド

ENUM一致テーブルの一致、置換、および拒否パターンを定義し
ます。

rule(ENUMconfiguration)

音声 ENUM一致テーブルの構成を表示します。showvoiceenum-match-table

ENUM一致テーブルの機能をテストします。testenum
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voice hpi capture
ホストポートインターフェイス（HPI）キャプチャバッファサイズ（バイト単位）を割り当
て、キャプチャしたデータの宛先 URLを設定または変更するには、グローバルコンフィギュ
レーションモードで voicehpicaptureコマンドを使用します。すべてのログ記録とファイル操
作を停止し、キャプチャバッファからのデータ転送を無効にし、バッファサイズを自動的に

328に設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

voicehpicapture[bufferサイズ | destinationurl]
novoicehpicapturebufferサイズ

構文の説明 (オプション) HPIキャプチャバッファのサイズ (バイト単位)。範囲は 328～
9000000です。デフォルト値は 328です。

bufferサイズ

(オプション)キャプチャしたデータを保存するための宛先 URL。destinationURL

コマンドデフォルト 328バイト (明示的に設定されていない場合はバッファは使用されません)

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(10)

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン 既存のゼロ以外のバッファのサイズを変更する場合は、まず 0にリセットし、次に 0から新し
いサイズに変更する必要があります。

destinationurlオプションは、キャプチャされたデータの送信先URLを設定または変更します。
キャプチャバッファからのデータ転送を無効にするには、コマンドの no形式を使用します。
バッファが割り当てられている場合、新しい URLが指定されるまで、キャプチャされたデー
タは現在の URL (すでに構成されている場合)に送信されます。

新しい URLが現在の URLと異なり、ログ記録が有効になっている場合、現在の URLは閉じ
られ、それ以降のすべてのデータは新しいURLに送信されます。空のURLを入力するか、コ
マンドの前に noを付けると、キャプチャバッファからのデータ転送が無効になり、(キャプ
チャが有効になっている場合)キャプチャされたデータは、容量に達するまでキャプチャバッ
ファに保存されます。

バッファキュープログラムが実行されると、トランスポートプロセスは、新しいまたは既存

の「キャプチャ先」URLへの接続を試みます。バージョンメッセージがURLに書き込まれ、
メッセージが正常に受信されると、メッセージキューに配置された後続のメッセージもその

URLに書き込まれます。 Voice hpi capture destination urlコマンドを使用して新しい URLを入
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力すると、開いているURLが閉じられ、システムは新しいURLへの書き込みを試行します。
新しい URLが機能しない場合は、トランスポートプロセスが終了します。別の URLを入力
するか、システムを再起動すると、トランスポートプロセスが再起動されます。

バッファサイズオプションは、キャプチャシステムがアクティブなときにバッファに割り当

てるメモリの最大量 (バイト単位)を設定します。キャプチャバッファは、キャプチャされた
メッセージがキャプチャ先で指定された URLに送信される前に保存される場所です。システ
ムは、バッファキューイングシステムが空きメッセージプールに割り当てることができるメ

モリ量 (0バイトより大きい)を選択することによって起動されます。バッファ容量に達するま
で HPIメッセージをキャプチャできます。バッファサイズに 0を入力し、コマンドの前に no
を付けると、すべてのログ記録とファイル操作が停止し、バッファサイズが自動的に0に設定
されます。

voicehpicaptureコマンドはルータの設定とともに保存できるため、ルータの起動時にコマンド
がアクティブになります。これにより、CLIが有効になる前にルータの起動中に送信された
HPIメッセージをキャプチャできます。実行コンフィギュレーションでバッファサイズを設
定したら (有効な範囲は 328～ 9000000)、 writeコマンドを使用してスタートアップコンフィ
ギュレーションに保存するか、 copyruntftpコマンドを使用して TFTPサーバに保存します。

実稼働ネットワーク環境でメッセージロガー機能を使用すると、ゲートウェイの CPUとメモ
リの使用率に影響します。

注意

例 次の例では、HPIキャプチャバッファのサイズ (バイト単位)を変更し、バッファキュー
プログラムを初期化します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# voice hpi capture buffer 40000
Router(config)# end
Router#
03:23:31:caplog:caplog_cli_interface:hpi capture buffer size set to 40000 bytes
03:23:31:caplog:caplog_logger_init:TRUE, Started task HPI Logger (PID 64)
03:23:31:caplog:caplog_cache_init:TRUE, malloc_named(39852), 123 elements (each 324 bytes
big)
03:23:31:caplog:caplog_logger_proc:Attempting to open ftp://172.23.184.233/c:b-38-117
03:23:32:%SYS-5-CONFIG_I:Configured from console by console
Router#

次の例では、FTPを使用して宛先 URLを指定してキャプチャ先を設定します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# voice hpi capture destination ftp://172.23.184.233/c:b-38-117a
Router(config)#
04:05:10:caplog:caplog_cli_interface:hpi capture
destination:ftp://172.23.184.233/c:b-38-117a
04:05:10:caplog:caplog_logger_init:TRUE, Started task HPI Logger (PID 19)
04:05:10:caplog:caplog_cache_init:Cache must be at least 324 bytes
04:05:10:caplog:caplog_logger_proc:Terminating...
Router(config)# end
Router#

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
83

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
voice hpi capture



関連コマンド descriptionコマンド

ロガーのデバッグ出力をオンにします。debug hpi

キャプチャのステータスと統計を表示します。show voice hpi capture
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voice hunt
発信ルータまたはタンデムルータを設定して、宛先ルータから指定された切断原因コードを受

信した場合でも、dial-peer huntingを継続するには、global構成モードで、voicehuntコマンド
を使用します。指定された切断原因コード（デフォルト条件）を受信した場合、ダイヤルピア

ハンティングを停止するようにルータを設定するには、このコマンドのno形式を使用します。
デフォルトのダイヤルピアハント設定を復元するには、このコマンドの default形式を使用し
ます。

voicehunt {切断原因コード | all}
novoicehunt {切断原因コード | all}
defaultvoicehunt

構文の説明 エンドツーエンドの通話が失敗した理由を示すために宛先ルータから返され

るコード。指定された切断原因コードが最後の宛先エンドポイントから返さ

れた場合、ダイヤルピアハンティングが有効または無効になります。以下の

「使用ガイドライン」セクションの表では、可能な値について説明します。

キーワード、10進数値、または 16進数値を入力できます。

切断原因コー

ド

宛先エンドポイントから返されたすべての切断原因コードに対して dial-peer
huntingを継続します。

all

デフォルトの dial-peer hunt設定を復元します。つまり、ルータは、user-busy
または no-answer disconnectの原因コードを受信すると dial-peer huntingを停止
します。

default

コマンドデフォルト ルータは、user-busyまたは no-answer disconnectの原因コードを受信すると dial-peer huntingを
停止します。

コマンドモード グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
の VoFR用に導入されました。 Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズの
VoIPにも導入されました。

12.0(5)T

このコマンドは、Cisco AS5300および Cisco AS5800上の VoIP用に実装されまし
た。

12.0(7)T

このコマンドは、Cisco MC3810上の VoIP用に実装されました。12.0(7)XK

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.1(2)Tに統合され、Cisco MC3810の VoIP
用に実装されました。

12.1(2)T
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変更リリース

invalid-numberおよび unassigned-numberキーワードが追加され、コマンド名が
voicehuntに変更されました。

12.1(3)XI

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

より多くの切断原因コードにキーワードが追加されました。12.2(4)T

disconnect-cause-code引数は、非標準の切断原因コードを受け入れるように変更さ
れました。

12.3(8)T

使用上のガイドライン このコマンドは、VoIP、VoFR、または Voice over ATM環境で発信ノードまたはタンデムノー
ドとして機能するルータで使用されます。

ロータリーダイヤルピアハンティング用に設定された発信VoIPゲートウェイからの発信コー
ルの場合、複数のダイヤルピアが同じ宛先番号と一致することがあります。一致するダイヤル

ピアには異なるルートがある場合があります。最初のダイヤルピアを使用した音声通話が切断

されると、切断原因コードが返されます。ルータが、ロータリーグループ内の次に一致するダ

イヤルピアを取得して通話をセットアップするには、各種ルートのハンティングを継続するよ

うにルータを設定する必要があります。このコマンドを使用して、指定された原因コードを受

信したときのルータのハンティング動作を設定します。

このコマンドを使用すると、非標準の切断原因コードを受信したときにダイヤルピアハンティ

ングを有効または無効にすることができます。非標準の切断原因コードは、ITU-T勧告 Q.931
では定義されていないが、サービスプロバイダーによって使用されるコードです。このコマ

ンドを使用して特定の切断原因コードのダイヤルピアハンティングを無効にすると、そのコマ

ンドはルータの実行コンフィギュレーションに表示されます。

切断原因コードについては、以下の表で説明します。切断原因コードの 10進値と 16進値は、
各可能なキーワードの説明の後に続きます。

voice huntの構成中は、sip-ua構成モードで、reason header overrideを構成し、別のレッグに
正しい原因コードが送信されるようにします。 reason header overrideの詳細については、
「reason-header overrideコマンド」を参照してください。

（注）

表 3 :標準的な切断原因コード

ヘック

ス

Decimaldescriptionキーワード

0x2b43アクセス情報は破棄されました。access-info-discard

宛先ルータから受信したすべての切断原因コー

ドに対して、ダイヤルピアハントを続行しま

す。

all
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ヘック

ス

Decimaldescriptionキーワード

0x4165ベアラ機能が実装されていません。b-cap-not-implemented

0x4670制限されたデジタル情報のベアラ機能のみ。b-cap-restrict

0x3957ベアラ機能は承認されていません。b-cap-unauthorized

0x3a58ベアラ機能は利用できません。b-cap-unavail

0x77Call awarded.call-awarded

0x5383通話が存在します。通話 IDは使用中です。call-cid-in-use

0x5686通話が終了しました。call-clear

0x1521通話は拒否されました。call-reject

0x2537セルレートは利用できません。cell-rate-unavail

0x66チャンネルは受け入れられません。channel-unacceptable

0x4266チャネルタイプが実装されていません。chantype-not-implement

0x5484通話 IDは使用中です。cid-in-use

0xab171コーデックに互換性がありません。codec-incompatible

0x3755Closed user group (CUG)着信通話が禁止されて
います。

cug-incalls-bar

0x3553CUG発信は禁止されています。cug-outcalls-bar

0x5888宛先が互換性がありません。dest-incompatible

0x1b27宛先が故障しています。dest-out-of-order

0x33目的地までのルートがありません。dest-unroutable

0xac172デジタル信号プロセッサ (DSP)エラー。dsp-error

0xa0160Designated transit list (DTL)トランジットが使用
しているノード IDではありません。

dtl-trans-not-node-id

0x4569機器が実装されていません。facility-not-implemented

0x3250機器がサブスクライブされていません。facility-not-subscribed

0x1d29機器が拒否されました。facility-reject

0xf15発着信の衝突。glare
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ヘック

ス

Decimaldescriptionキーワード

0xb4180スイッチ PRIをグレアします。glaring-switch-pri

0x81129Holstテレフォニーサービスプロバイダーモ
ジュール (HTSPM)がサービス停止中です。

htspm-oos

0x6096必須の情報要素がありません。ie-missing

0x6399情報要素が実装されていません。ie-not-implemented

0x3e62情報とクラスの不一致。info-class-inconsistent

0x7f127相互接続。interworking

0x5181呼び出し参照値が無効です。invalid-call-ref

0x64100情報要素の内容が無効です。invalid-ie

0x5f95無効なメッセージです。invalid-msg

0x1c28無効な番号です。invalid-number

0x5b91無効なトランジットネットワークです。invalid-transit-net

0x55トランクプレフィックスのかけ間違い。misdialled-trunk-prefix

0x65101不完全な通話状態のメッセージ。msg-incomp-call-state

0x6197メッセージタイプが実装されていません。msg-not-implemented

0x6298メッセージタイプに互換性がありません。msgtype-incompatible

0x2638ネットワークが故障しています。net-out-of-order

0x80128次のノードに到達できません。next-node-unreachable

0x1319ユーザーからの応答がありません。no-answer

0x5585通話は中断されません。no-call-suspend

0x5282チャネルが存在しません。no-channel

0x2234回線がありません。no-circuit

0x5a90CUGが存在しません。no-cug

0xaa170DSPチャネルがありません。no-dsp-channel

0x2c44要求された回路はありません。no-req-circuit
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ヘック

ス

Decimaldescriptionキーワード

0x2f47リソースがありません。no-resource

0x1218ユーザの応答はありません。no-response

0x7e126利用できる音声リソースがありません。no-voice-resources

0x1a26選択されていないユーザーをクリア中。non-select-user-clear

0x1016通常通話をクリア中。normal-call-clear

0x1f31正常、未指定。normal-unspecified

0x5787ユーザは CUGに参加していません。not-in-cug

0x1622番号が変更されました。number-changeed

0x67103実装されていないパラメータが渡されました。param-not-implemented

0x2739永続フレームモードが使用不可です。perm-frame-mode-oos

0x2840永続フレームモードが動作中です。perm-frame-mode-oper

0x2e46優先コールがブロックされました。precedence-call-block

0x88先取権。preempt

0x99プリエンプトが予約済みです。preempt-reserved

0x6f111プロトコルエラー。protocol-error

0x3149QoSは利用できません。qos-unavail

0x66102タイマー満了時に回復します。rec-timer-exp

0x1723新しい宛先にリダイレクトします。redirect-to-new-destination

0x2335要求された VPCI VCIは利用できません。req-vpci-vci-unavail

0x44情報音を送信します。send-infotone

0x4f79サービスは実装されていません。serv-not-implemented

0x3f63サービスまたはオプションのが利用不可、未指

定。

serv/opt-unavail-unspecified

0x1e30ステータス照会に対する応答。stat-enquiry-resp

0x1420加入者が不在です。subscriber-absent
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ヘック

ス

Decimaldescriptionキーワード

0x2a42スイッチの混雑。switch-congestion

0x2941一時的なエラー。temp-fail

0x22トランジットネットワークへのルートがありま

せん。

transit-net-unroutable

0x11割り当てられていない番号です。unassigned-number

0x6e110認識されないパラメータメッセージは破棄され

ました。

unknown-param-msg-discard

0x5d93ATMアダプテーション層 (AAL)パラメータは
サポートされていません。

unsupported-aal-parms

0x1117ユーザはビジーです。user-busy

0x2436仮想パス接続識別子仮想チャネル識別子 (VPCI
VCI)の割り当てに失敗しました。

vpci-vci-assign-fail

0x2d45利用できる VPCI VCIがありません。vpci-vci-unavail

例 次の例では、発信元ルータまたはタンデムルータが宛先ルータからユーザビジー切断

原因コードを受信した場合にダイヤルピアハンティングを続行するように設定してい

ます。

voice hunt user-busy

次の例では、発信元ルータまたはタンデムルータが宛先ルータから無効な番号の切断

原因コードを受信した場合にダイヤルピアハンティングを続行するように設定してい

ます。

voice hunt 28

次の例では、宛先ルータから指定された facility-not-subscribed切断原因コードを受信し
た場合でも、dial-peer huntingを継続するように発信ルータまたはタンデムルータを構
成します。

voice hunt 0x32

関連コマンド descriptionコマンド

ハントグループの使用時に通話が失敗した場合、それ以降のすべてのダイヤルピ

アハンティングを無効にします。

huntstop

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
90

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
voice hunt



descriptionコマンド

ロータリーハントグループ内のダイヤルピアの優先順序を示します。preference
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voice iec syslog
内部エラーコードが発生したときにそれをリアルタイムで表示するには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで voice iec syslogコマンドを使用します。 IEC syslogメッセージを無効
にするには、このコマンドの no形式を使用します。

voiceiecsyslog
novoiceiecsyslog

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト IEC syslogメッセージは無効になっています。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1

例 次の例では、IEC syslogメッセージを有効にします。

Router(config)# voice iec syslog

関連コマンド descriptionコマンド

Clears voice statistics, resetting the statistics collection.clearvoicestatistics

iec統計を表示しますshowvoicestatisticsiec

IEC統計に使用可能な間隔オプションを表示しますshowvoicestatisticsinterval-tag

IEC統計の収集を可能にするvoicestatisticstypeiec
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音声ローカルバイパス
デジタル信号プロセッサ (DSP)をバイパスするようにローカルコールを設定するには、
voicelocal-bypasscommandinグローバルコンフィギュレーションモードを使用します。 DSP
経由でローカル通話を送信するには、このコマンドの no形式を使用します。

voicelocal-bypass
novoicelocal-bypass

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト ローカル通話は DSPをバイパスします。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。11.3(1)MA

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
に実装されました。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン ローカルコール (ルータまたはコンセントレータの音声ポート間のコール)は通常、システム
リソースの使用を最小限に抑えるために DSPをバイパスします。 DSP経由でローカルコール
を送信する必要がある場合は、 noコマンドの voicelocal-bypass形式を使用します。入力ゲイ
ンと出力減衰は、通話が DSP経由で送信される場合にのみ設定できます。

例 次の例では、Ciscoルータが DSPを介してローカルコールを渡すように設定していま
す。

no voice local-bypass

関連コマンド descriptionコマンド

特定の入力ゲイン値を設定します。inputgain

特定の出力減衰値を設定します。outputattenuation
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音声 mlpp
MLPP構成モードに入り、MLPPサービスを有効にするには、global構成モードで、voice service
コマンドを使用します。MLPPサービスを無効にするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

voicemlpp
novoicemlpp

構文の説明 このコマンドにはキーワードも引数もありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
G lobal configuration (config)

コマンド履歴 変更Cisco製品Cisco IOSリリース

このコマンドが導入されました。CiscoUnified CME7.112.4(22)YB

このコマンドがCisco IOS Release 12.4(24)Tに統合さ
れました。

CiscoUnified CME7.112.4(24)T

Voice-mlpp設定モードはゲートウェイ全体で使用されます。

例 次の例は、voice-mlpp設定モードに入る方法を示しています。

Router(config)# voice mlpp
Router(config-voice-mlpp)# access-digit

関連コマンド descriptionコマンド

電話ユーザが優先通話を要求するためにダイヤルするアクセス番号を

定義します。

access-digit

SCCP電話またはアナログ FXSポート上の通話をプリエンプトできる
ようにします。

mlpppreemption

トランクグループでプリエンプション機能を有効にします。preemptiontrunkgroup
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ボイスメール (stcapp-fsd)
SCCPテレフォニーコントロール (STC)アプリケーション機能のスピードダイヤルコードを
指定してボイスメール番号をスピードダイヤルするには、STCアプリケーション機能のスピー
ドダイヤル設定モードで voicemailコマンドを使用します。コードをデフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

voicemailキーパッド文字
novoicemail

構文の説明 電話のキーパッドでダイヤルできる 1桁または 2桁の数字。範囲は、1桁の
コードの場合は 0～ 9、2桁のコードの場合は 00～ 99です。デフォルト値
は、1桁のコードの場合は 0 (ゼロ)、2桁のコードの場合は 00 (ゼロ 2つ)で
す。

（注）

桁数は、 digitコマンドで設定された値によって異なります。

keypad-character

コマンドデフォルト デフォルトのボイスメールコードは、1桁のコードの場合は 0 (ゼロ)、2桁のコードの場合は
00 (ゼロ 2つ)です。

コマンドモード
STCアプリケーション機能のスピードダイヤル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(2)T

キーパッド文字引数は2桁のコードを許可するように変更されました。12.4(6)T

使用上のガイドライン このコマンドは STCアプリケーションで使用されます。STCアプリケーションでは、コール
制御に Skinny Client Control Protocol (SCCP)を使用するアナログ FXSエンドポイントで特定の
機能を有効にします。

電話機でボイスメールへのスピードダイヤル機能を使用するには、機能スピードダイヤル

(FSD)プレフィックスと、このコマンドで設定されたコード (このコマンドが使用されなかっ
た場合はデフォルト)をダイヤルします。たとえば、FSDプレフィックスが * (デフォルト)
で、ボイスメール電話番号をダイヤルする場合は、*0をダイヤルします。

ボイスメールのスピードダイヤルする番号は、Cisco CallManagerまたは Cisco CallManager
Expressシステムで設定する必要があることに注意してください。

digitコマンドの値を変更すると、このコマンドはデフォルト値にリセットされます。たとえ
ば、 digitコマンドを 2に設定し、その後、 digitコマンドをデフォルトの 1に戻すと、ボイス
メール FSDコードは 0 (ゼロ)にリセットされます。
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このコードを、すでに別の FSDコードで使用されている値に設定すると、警告メッセージが
表示されます。重複するコードを設定すると、システムは、 showstcappfeaturecodesコマンド
の出力に表示される優先順位に従って、最初に一致する機能を実装します。

showrunning-configコマンドは、デフォルト以外の FSDコードのみを表示します。
showstcappfeaturecodesコマンドはすべての FSDコードを表示します。

例 次の例では、FSDプレフィックスとして 2つのポンド記号 (##)を設定し、ボイスメー
ルコードとして 8を設定します。これらの値を設定すると、電話機のユーザは ##8を
押してボイスメール番号をダイヤルします。

Router(config)# stcapp feature speed-dial
Router(stcapp-fsd)# prefix ##
Router(stcapp-fsd)# voicemail 8
Router(stcapp-fsd)# exit

関連コマンド descriptionコマンド

STCアプリケーション機能のスピードダイヤルコードの桁数を指定
します。

digit

STCアプリケーション機能のスピードダイヤルコードをダイヤルす
る前にプレフィックスを指定します。

prefix(stcapp-fsd)

最後にダイヤルした番号を再度ダイヤルするための STCアプリケー
ション機能のスピードダイヤルコードを指定します。

redial

現在のデフォルト以外の構成設定を表示します。showrunning-config

設定された STCアプリケーション機能コードとデフォルトの STCア
プリケーション機能コードを表示します。

showstcappfeaturecodes

STCアプリケーション機能のスピードダイヤルコードの範囲を指定
します。

speeddial

STCアプリケーション機能スピードダイヤル設定モードに入り、機
能スピードダイヤルコードを設定します。

stcappfeaturespeed-dial
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音声 PCMキャプチャ
パルスコード変調 (PCM)キャプチャバッファの数を割り当てたり、キャプチャしたデータの
宛先URLを設定または変更したり、オンデマンドでPCMキャプチャを有効にしたり、ユーザ
によるPCMキャプチャトリガー文字列を変更したりするには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで voice pcm captureコマンドを使用します。すべてのログ記録とファイル操作
を停止し、キャプチャバッファからのデータ転送を無効にし、バッファの数を自動的に0に設
定するには、このコマンドの no形式を使用します。

voice pcm capture {buffer number | destination url | on-demand-trigger | user-trigger-string開始文
字列 stop-string streamビットマップ duration通話時間}
no voice pcm capture {buffer number | destination url | on-demand-trigger | user-trigger-string}

構文の説明 PCMキャプチャバッファの数を割り当てます。範囲は 0～
200000です。デフォルト値は 0です。

buffer番号

キャプチャしたデータを保存するための宛先URLを指定します。destination URL

(オプション) PCM capture user trigger on-demandを構成します。on-demand-trigger

(オプション) PCM user trigger stringを設定します。

• start-string—最大 15文字の開始文字列。

• stop-string—最大 15文字の停止文字列。

• stream—PCMキャプチャストリームビットマップを構成し
ます。

• bitmap—16進数の PCMストリームビットマップ。範囲は 1
〜FFFFFFFです。デフォルト値は 7です。

• duration—PCMキャプチャの継続時間を設定します。

• call-duration—通話時間。範囲は 0～ 255です。デフォルト
値は 0です。

user-trigger-string開始文字
列終了文字列 streamビッ
トマップduration通話時間

コマンドデフォルト デフォルト値は次のとおりです。

•バッファ数: 0

•開始文字列: 123

•停止文字列: 456

•ストリーム: 7

•通話時間: 0

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
97

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0

音声 PCMキャプチャ



コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(2)T

使用上のガイドライン 既存の非ゼロバッファの番号を変更する場合は、まず 0にリセットしてから、0から新しい番
号に変更する必要があります。

destinationurlオプションは、キャプチャされたデータの送信先URLを設定または変更します。
キャプチャバッファからのデータ転送を無効にするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。バッファが割り当てられている場合、新しい URLが指定されるまで、キャプチャされた
データは現在の URL (すでに構成されている場合)に送信されます。

新しい URLが現在の URLと異なり、ログ記録が有効になっている場合、現在の URLは閉じ
られ、それ以降のすべてのデータは新しいURLに送信されます。空のURLを入力するか、コ
マンドの前に noを付けると、キャプチャバッファからのデータ転送が無効になり、(キャプ
チャが有効になっている場合)キャプチャされたデータは、容量に達するまでキャプチャバッ
ファに保存されます。

バッファキュープログラムが実行されると、トランスポートプロセスは、新しいまたは既存

の「キャプチャ先」URLへの接続を試みます。バージョンメッセージがURLに書き込まれ、
メッセージが正常に受信されると、メッセージキューに配置された後続のメッセージもその

URLに書き込まれます。 voice pcm capture destination urlコマンドを使用して新しい URLを
入力すると、開いているURLが閉じられ、システムは新しいURLへの書き込みを試みます。
新しい URLが機能しない場合は、トランスポートプロセスが終了します。別の URLを入力
するか、システムを再起動すると、トランスポートプロセスが再開されます。

例 次の例は、PCMキャプチャバッファの数を設定する方法を示しています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# voice pcm capture buffer 200

次の例は、キャプチャしたデータを保存するための宛先URLを構成する方法を示して
います。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# voice pcm capture destination tftp://10.0.1.10/acphan/

次の例は、ユーザトリガー PCMキャプチャを構成する方法を示しています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# voice pcm capture on-demand-trigger
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次の例は、デフォルトのユーザトリガー PCMキャプチャの開始および停止文字列、
ストリーム、および通話期間を変更する方法を示しています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# voice pcm capture #132 #543 stream ff duration 230

関連コマンド descriptionコマンド

PCMキャプチャのステータスと統計を表示します。showvoicepcm
capture
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音声電話プロキシ
音声電話プロキシインスタンスを作成し、電話プロキシコンフィギュレーションモードを開

始するには、グローバルコンフィギュレーションモードで voice-phone-proxyコマンドを使用
します。音声電話プロキシインスタンスを削除するには、 noコマンドの形式を使用します。

voice-phone-proxypp-name
novoice-phone-proxypp-name

構文の説明 電話プロキシインスタンス名。pp-name

コマンドデフォルト なし

コマンドモード グローバルコンフィギュレーションモード (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン voice-phone-proxyコマンドを使用すると、音声電話プロキシのインスタンスを作成できます。
電話プロキシ設定モードでは、電話プロキシインスタンスのサービスやサーバ設定などの設定

を指定できます。

例

次の例は、first-ppという電話プロキシインスタンスを作成し、電話プロキシ設定モー
ドに入り、このインスタンスの説明を設定し、このクラスタの証明書信頼リスト (CTL)
ファイルを指定する方法を示しています。

Device(config)# voice-phone-proxy first-pp
Device(config-phone-proxy)# description cluster-test
Device(config-phone-proxy)# ctl-file my-cluster-test-ctl-file
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音声電話プロキシファイルバッファ
電話プロキシバッファファイルを作成するには、グローバルコンフィギュレーションモード

で voice-phone-proxyfile-bufferコマンドを使用します。

voice-phone-proxyfile-buffersizeサイズaging時刻

構文の説明 バッファサイズ (MB)。値の範囲は 10～ 60です。sizeサイ
ズ

電話プロキシバッファファイルの経過時間をチェックします。aging

時間（秒）。範囲は 10～ 3600です。設定された時間に基づいて、ファイルバッ
ファーが定期的にチェックされます。

時間

コマンドデフォルト デフォルトの電話プロキシが存在しません。

コマンドモード グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。IOS XE Fujiリリース
16.8.1

使用上のガイドライン 電話プロキシバッファファイルに割り当てることができる最大バッファサイズは 60 MBで
す。バッファサイズがしきい値を超えると、新しい電話プロキシバッファファイルを作成で

きません。古いバッファファイルを削除するには、コマンド voice-phone-proxy file-buffer size
size aging time を使用します。設定された時間に基づいて、バッファは定期的にチェックさ
れ、バッファサイズが最大制限を超えると、古い電話プロキシバッファファイルが削除され

ます。

例

次の例では、ファイルバッファーサイズを 30 MBに設定し、100秒間隔でファイル
バッファーをチェックします。

Router (config)# voice-phone-proxy file-buffer size 30 aging 100

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
101

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0

音声電話プロキシファイルバッファ



voice-phone-proxy tftp-address
TFTPサーバの IPアドレスと VRF名を指定し、電話プロキシコンフィギュレーションモード
を開始するには、グローバルコンフィギュレーションモードで voice-phone-proxy tftp-address
コマンドを使用します。 TFTPサーバの IPアドレスと VRF名を削除するには、コマンドの no
形式を使用します。

voice-phone-proxy tftp-address {ipv4 IPv4アドレス | ipv6 ipv6-address }[vrfVRF名]
no voice-phone-proxy tftp-address {ipv4 IPv4アドレス | ipv6 ipv6-address }[vrfVRF名]

構文の説明 TFTPサーバの IPv4アドレス。ipv4IPv4アドレ

ス

TFTPサーバの IPv6アドレス。ipv6IPv6アドレ

ス

TFTPサーバの VRFの名前。vrfVRF名

コマンドデフォルト TFTPサーバの IPアドレスまたは VRF名が指定されていません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーションモード (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

このコマンドは、ipv6キーワードを追加するように拡張されまし
た。

IOS XE Fujiリリース
16.8.1

例

次の例は、TFTPサーバの IPアドレスと VRFを指定する方法を示しています。
Device(config)# phone-proxy tftp-address ipv4 198.51.100.1 vrf vrf1
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ボイスポート
アナログ電話機のPrivateLineAutomaticRingdown（PLAR）接続を有効にするには、SCCPPLAR
設定モードで voiceportコマンドを使用します。音声ポートから PLARを削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

voiceportport-numberdialdial-string[digitdtmf-digits[wait-connectwait-msecs][intervalinter-digit-msecs]]
novoiceportport-number

構文の説明 アナログ外国交換局 (FXS)音声ポート番号。範囲: 2/0から 2/23。ポート番号

電話のキーパッドでダイヤルできる最大 16文字の文字列。有効な文字
は 0～ 9、A～D、* (アスタリスク)、# (ポンド記号)です。音声ゲート
ウェイは、アナログ電話がオフフックになると、この文字列を通話制御

システムに送信します。

dialダイヤル文字列

(オプション)電話のキーパッドでダイヤルできる最大16文字の文字列。
有効な文字: 0～ 9、A～D、* (アスタリスク)、シャープ (#)、およびカ
ンマ (,)。音声ゲートウェイは、 wait-msecsが経過すると、この文字列
をコール制御システムに送信します。各コンマは 1秒の待機を表しま
す。

digitdtmf数字

(オプション)音声ゲートウェイが音声カットスルー後に DTMF数字を
送信するまで待機する時間 (ミリ秒)。範囲: 0～ 30000 (50の倍数)。デ
フォルト値: 50。0の場合、通話が接続された後、音声ゲートウェイに
よって DTMF数字が自動的に送信されます。

wait-connect待機ミリ
秒

(オプション) DTMF数字間のミリ秒数。範囲: 50～ 500 (50の倍数)。デ
フォルト: 50。

interval桁間ミリ秒

コマンドデフォルト 無効 (音声ポートに PLARが設定されていません)。

コマンドモード
SCCP PLAR設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(6)T

使用上のガイドライン このコマンドは、コール制御に Skinny Client Control Protocol (SCCP)を使用するアナログ FXS
ポートで PLARを有効にします。 digitキーワードが使用されない場合、DTMF数字は出力さ
れず、音声ポートは単純な PLAR接続を使用し、他のキーワードは使用できません。
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音声ポートは任意の順序で設定できます。たとえば、ポート 2/0の前にポート 2/23を設定で
きます。 showrunning-configコマンドはポートを昇順にリストします。

PLARポートが動作可能になる前に、まず servicestcappコマンドを使用して、対応するダイヤ
ルピアで STCアプリケーションを有効にする必要があります。ダイヤルピアで STCアプリ
ケーションを有効にする前にPLARのポートを設定すると、警告メッセージが表示されます。

PLAR電話は、通常のアナログ電話と同じ機能のほとんどをサポートします。 PLAR電話は着
信コールを処理し、コール転送、コールウェイティング、会議などの基本的な補足機能のため

のフックフラッシュをサポートします。PLAR電話は、通話転送、リダイヤル、スピードダイ
ヤル、コールパーク、PLAR電話からの通話ピックアップ、AMWI、発信者 IDなどの他の機能
をサポートしていません。

例 次の例では、ポート 2/0、2/1、および 2/3で PLAR機能を有効にします。電話ユーザ
がポート 2/0に接続されたアナログ電話の受話器を取り上げると、システムは自動的
に内線 3660を呼び出し、500ミリ秒待ってから 1234をダイヤルします。DTMF番号
は 200ミリ秒間隔で宛先ポートに送信されます。

Router(config)# sccp plar
Router(config-sccp-plar)# voiceport 2/0 dial 3660 digit 1234 wait-connect 500 interval
200
Router(config-sccp-plar)# voiceport 2/1 dial 3264 digit 678,,,9*0,,#123 interval 100
Router(config-sccp-plar)# voiceport 2/3 dial 3478 digit 34567 wait-connect 500

関連コマンド DescriptionCommand

ダイヤルピア設定モードに入り、ダイヤルピアを定義します。dial-peervoice

SCCP PLAR設定モードに入ります。sccpplar
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voice-port
音声ポート設定モードに入るには、グローバル設定モードで voice-portコマンドを使用しま
す。

Cisco 1750および Cisco 1751
voice-portスロット番号/port

Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco 7200シリーズ
voice-port {スロット番号/サブユニット番号/port |スロット/port:ds0-group-no}

Cisco 2600および Cisco 3600シリーズ (高密度アナログネットワークモジュール NM-HDA)搭
載

スロット番号/サブユニット番号/portvoice-port

Cisco AS5300
voice-portコントローラ番号:D

構文の説明 音声インターフェイスカード (VIC)がインストールされているルーターのス
ロット番号。有効なエントリは、インストールされているスロットに応じて 0
～ 2です。

スロット番

号

Voice port number.有効な値は 0と 1です。ポート

VICがインストールされているルータのスロット番号。有効なエントリは
0から2までで、VICがインストールされているスロットに応じて決まりま
す。

スロット番号

Subunit on the VIC in which the voice port is located.有効な値は 0または 1で
す。

サブユニット番

号

Voice port number.有効な値は 0と 1です。ポート

音声ポートアダプタがインストールされているルーターの場所。有効なエ

ントリは 0から 3までです。
スロット

音声インターフェイスカードの位置を示します。有効な値は 0と 3です。ポート:

定義された DS0グループ番号を示します。定義された各 DS0グループ番
号は、個別の音声ポートで表されます。これにより、デジタル T1/E1カー
ドに個別の DS0を定義できます。

ds0-group-no

T1または E1コントローラ。コントローラ番

号

ISDN PRIに関連付けられた Dチャネル。:D
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コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。11.3(1)T

このコマンドが Cisco 2600シリーズに実装されました。11.3(3)T

このコマンドが Cisco AS5300に実装されました。12.0(3)T

このコマンドは、Cisco AS5800、Cisco 7200シリーズ、およびCisco 1750に実装さ
れました。Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズの引数が追加されまし
た。

12.0(7)T

このコマンドは、Cisco 1751および Cisco 1760に実装されました。このコマンド
は、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3640、およびCisco 3660上のNM-HDAの追加ポー
トに対応するために変更されました。

12.2(8)T

Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco VG200用の Cisco
CallManagerバージョン 3.1に、拡張MGCP音声ゲートウェイ相互運用性のサポー
トが追加されました。

12.2(2)XN

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(11)Tおよび Cisco CallManagerバージョ
ン 3.2に統合され、Cisco IAD2420シリーズに実装されました。

12.2(11)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(13)Tに統合されました。このコマンドは、
Cisco AS5300または Cisco AS5800の拡張エコーキャンセラ (EC)機能をサポート
していません。

12.2(13)T

使用上のガイドライン グローバルコンフィギュレーションモードから音声ポートコンフィギュレーションモードに

切り替えるには、 voice-portグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用します。 exit
コマンドを使用して、音声ポートコンフィギュレーションモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードに戻ります。

このコマンドは、Cisco AS5300の拡張エコーキャンセラ (EC)機能をサポートしていません。（注）

例 次の例では、スロット 1にインストールされた VICのサブユニット 0にあるポート 0
の音声ポート設定モードにアクセスします。

voice-port 1/0/0

次の例では、Cisco AS5300の音声ポート設定モードにアクセスします。

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
106

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
voice-port



voice-port 1:D

関連コマンド DescriptionCommand

ダイヤルピア設定モードに入り、音声カプセル化の方法を指定します。dial-peervoice
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音声ポート（MGCPプロファイル）
voice-port(MGCPプロファイル)コマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(8)Tでは port(MGCPプロ
ファイル)コマンドに置き換えられました。詳細については、 port (MGCPプロファイル)コマ
ンドを参照してください。
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voice-port busyout
シリアルまたは ATMインターフェイスに関連付けられたすべての音声ポートをビジーアウト
状態にするには、interface構成モードで voice-portbusyoutコマンドを使用します。このイン
ターフェイスに関連付けられている音声ポートでビジーアウト状態を削除するには、このコマ

ンドの no形式を使用します。

voice-portbusyout
novoice-portbusyout

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト インターフェイス上の音声ポートはビジーアウト状態ではありません。

コマンドモード
インターフェース設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCiscoMC3810に追加されました。12.0(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは、 busyoutmonitorおよび busyoutseizeコマンドを使用して特定の条件下でビ
ジーアウトするように設定された音声ポートを除き、インターフェイスに関連付けられている

すべての音声ポートをビジーアウトにします。

例 次の例では、シリアルインターフェイス 1に関連付けられた音声ポートをビジーアウ
ト状態にします。

interface serial 1
voice-port busyout

次の例では、ATMインターフェイス 0に関連付けられた音声ポートをビジーアウト状
態にします。

interface atm 0
voice-port busyout

関連コマンド DescriptionCommand

音声ポートを強制的にビジーアウト状態にします。busyoutforced

音声ポートをビジーアウトモニタ状態にします。busyoutmonitor

FXOまたはFXS音声ポートのビジーアウトアクションを変更します。busyoutseize
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DescriptionCommand

音声通話中状態に関する情報を表示します。showvoicebusyout
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voice rtp send-recv
リアルタイムトランスポートプロトコル (RTP)チャネルが開かれているときに双方向音声パ
スを確立するには、 voicertpsend-recvcommandinグローバルコンフィギュレーションモード
を使用します。デフォルト値にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

voicertpsend-recv
novoicertpsend-recv

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト RTPチャネルが開かれると、音声パスは逆方向にのみカットスルーされます。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 7200シリー
ズ、Cisco 7500シリーズ、Cisco AS5300、Cisco AS5800、および Cisco MC3810プ
ラットフォームで導入されました。

12.1(5)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドは、宛先スイッチから Connectメッセージを受信する前に、音声パスを逆方向と
順方向の両方でカットスルー (確立)する必要がある場合にのみ有効にする必要があります。
このコマンドは、有効になっている場合、すべての VoIP通話に影響します。

例 次の例では、RTPチャネルが開かれたときに音声パスを両方向にカットスルーできる
ようにします。

voice rtp send-recv
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voice rtp source-filter
H.323、MGCP、SIP、または SCCPプロトコルのパケットを受信しているときに、リアルタイ
ムトランスポートプロトコル (RTP)または RTP制御プロトコル (RTCP)ストリームのソース
を確認するには、 voice rtp source-filterコマンドを使用します。フィルタリングを無効にする
には、このコマンドの no形式を使用します。

voice rtp source-filterコマンドは、ISR-G2（3945e）ルータにのみ適用されます。（注）

voicertpsource-filter
novoicertpsource-filter

コマンドデフォルト 音声 RTPソースフィルタリングが有効になっています。

コマンドモード voice service VoIP構成 (conf-voi-serv)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.5(3)M9

15.6(3)M6

使用上のガイドライン IOSゲートウェイがアクティブな通話と同じ IPアドレスとポート宛ての無効な RTPストリー
ムを受信すると、公衆交換電話網 (PSTN)の発信者にセキュリティリスクが発生する可能性が
あります。無効なストリームには、異なる送信元 IPアドレスとポートがあります。ゲート
ウェイは、有効な RTPストリームと無効な RTPストリームの両方を混合し、PSTN発信者に
再生します。VOIPシグナリングを通じてネゴシエートされたものとは異なる送信元 IPアドレ
スとポート番号を持つ RTPパケットをフィルタリングする場合は、 voice rtp source-filterコマ
ンドを使用します。

例 次の例は、RTPパケットをフィルタリングする方法を示しています。

Device>enable
Device#configure terminal
Device(config)#voice service voip
Device(conf-voi-serv)#voice rtp source-filter

関連コマンド descriptionコマンド

音声カプセル化タイプを指定し、音声サービ

ス設定モードに入ります。

voice service voip
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descriptionコマンド

リアルタイムトランスポートプロトコル (RTP)
チャネルが開かれたときに双方向の音声パス

を確立します。

voice rtp send-recv
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音声サービス DSP予約
音声カード上のVOIP専用に予約されているDSPリソースの割合を指定するには、音声カード
設定で voice-servicedsp-reservationコマンドを使用します。 DSPリソースの割合をリセットす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-service-dspreservationパーセンテージ
novoice-service-dspreservationパーセンテージ

構文の説明 この音声カード上で音声サービス用に予約されているDSPリソースの割合。
残りの DSPリソースはビデオサービスに使用できます。

パーセンテージ

コマンドデフォルト デフォルトの音声予約は 100%です。

コマンドモード
音声カードの設定 (config-voicecard)

コマンド履歴 変更リリー

ス

コマンドが導入されました。15.1(4)M

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、音声サービス用に音声カードの一定割合を予約します。残りのDSP
リソースはビデオサービスに使用されます。 100%の予約は、すべての DSPリソースが音声
サービスに使用されることを指定します。

ビデオライセンスがあり、適切なPVDM#モジュールがインストールされている場合にのみ、
100%未満の割合を設定できます。

（注）

TDM音声またはDSPファームプロファイルが設定されている場合に、音声サービス用に予約
されている DSPリソースの割合を変更すると、DSPが断片化される可能性があります。最高
のシステムのパフォーマンスを確保するには、voice-service-dsp-reservation変更時にルータを
リロードします。

ヒント

例 次の例では、音声カード設定モードに入り、音声用の DSPリソースの割合を 60%に
設定します。

Router(config)# voice card 0
Router(config-voicecard)# voice-service dsp-reservation 60
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関連コマンド descriptionコマンド

指定された音声カードをDSPリソースプールに参加するカードに追加します。dspfarmprofile
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音声サービス
音声サービスコンフィギュレーションモードを開始し、音声カプセル化タイプを指定するに

は、グローバルコンフィギュレーションモードで voice serviceコマンドを使用します。

voiceservice {pots | voatm | vofr | voip}

構文の説明 電話音声サービス。pots

Voice over ATM (VoATM)カプセル化。voatm

Voice over Frame Relay (VoFR)カプセル化。vofr

Voice over IP (VoIP)のカプセル化。voip

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。12.1(1)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズ
の VoIP用に Cisco IOSリリース 12.1(3)Tに統合されました。

12.1(3)T

このコマンドが Cisco AS5300に実装されました。12.1(3)XI

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドが Cisco AS5800に実装されました。12.1(5)XM

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されま
した。

12.1(5)XM2

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(2)Tに統合され、Cisco 7200
シリーズに実装されました。

12.2(2)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Amsterdam
17.2.1r

使用上のガイドライン 音声サービス設定モードは、ゲートウェイにグローバルに影響を与えるパケットテレフォニー

サービスコマンドに使用されます。
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例 次の例では、VoATMサービスコマンドの音声サービス設定モードに入ります。

voice service voatm
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音声 SIP SIPプロファイル
SIPプロファイル設定をルール形式または非ルール形式にアップグレードまたはダウングレー
ドするには、 voice sip sip-profiles コマンドを使用します。

voice sip sip-profiles {upgrade | downgrade }

構文の説明 すべての SIPプロファイル構成をルール形式にアップグレードします。upgrade

すべてのSIPプロファイル構成を非ルール形式にダウングレードします。downgrade

コマンドデフォルト なし

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.5(2)T、Cisco IOS-XEリリース 3.15S

例

SIPプロファイル構成をルール形式にアップグレードする場合:
Device# voice sip sip-profiles upgrade

SIPプロファイル設定を非ルール形式にダウングレードする場合:
Device# voice sip sip-profiles downgrade
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voice sip oauth get-keys
CUCMから OAuthキーを取得するには、 voicesipoauthget-keysコマンドを使用します。

voicesipoauthget-keys

コマンドデフォルト なし。

コマンドモード SIP構成モード。

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXECupertino 17.8.1a

使用上のガイドライン コールマネージャからキーを取得するには、SRSTの voicesipoauthget-keysコマンドを使用し
ます。
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voice source-group
音声通話の送信元 IPグループを定義するには、グローバルコンフィギュレーションモードで
voicesource-groupコマンドを使用します。送信元 IPグループを削除するには、このコマンド
の no形式を使用します。

voicesource-groupname
novoicesource-groupname

構文の説明 IPグループの名前。送信元 IPグループ名の最大長は英数字 31文字です。名

前

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン voicesource-groupコマンドを使用して、送信元 IPグループの特性のセットに名前を割り当て
ます。終端ゲートウェイはこれらの特性を使用して着信 VoIP通話を識別し、変換します。

キャリア IDとトランクグループラベルの名前は同じにできません。

送信元 IPグループ内でキャリア IDとトランクグループラベルを混在させないでください。

終端ゲートウェイは、carrier ID source IPグループと trunk-group-label source IPグループを使用
して設定できます。送信元 IPグループの名前はゲートウェイに対して一意である必要があり
ます。

例 次の例では、VoIP通話の送信元 IPグループ「utah2」を開始します。

Router(config)# voice source-group utah2

関連コマンド descriptionコマンド

着信コールを識別するためのソースグループのリストを

定義します。

access-list

VoIP通話を処理するキャリアを指定します。carrier-id (voice source group)

送信元 IPグループに切断原因を割り当てます。description (voice source group)
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descriptionコマンド

着信 H.323コールにゾーン IDを割り当てます。h323zone-id (voice source group)

変換プロファイルを送信元 IPグループに割り当てます。translation-profile (source group)

VoIP通話を処理するトランクを指定します。trunk-group-label (voice source group)
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voice statistics accounting method
特定のアカウンティング方式リストの音声アカウンティング統計情報を収集できるようにし、

コールレッグのパス基準を指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

voicestatisticsaccountingmethodコマンドを使用します。アカウンティング方式の統計情報の収
集を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

voicestatisticsaccountingmethodメソッドリスト名pass {start-interim-stop | start-stop | stop-only}
novoicestatisticsaccountingmethodメソッドリスト名pass {start-interim-stop | start-stop | stop-only}

構文の説明 会計方法リストの名前です。method-list-name引数は、ゲートウェイアカウ
ンティング AAA設定モードで methodコマンドを使用して設定された引数
と同じです。

method-list-name

メソッドリストで使用されるコールレッグ (PSTNまたは IP)およびコール
方向 (着信または発信)のパス基準。

（注）

パスの定義は、すべての開始、停止、または中間メッセージが指定された

サーバによって確認されることを意味します。失敗の定義は、開始、停止、

または中間メッセージが指定されたサーバによって拒否されるか、タイム

アウトになることを意味します。

pass

すべての開始、中間、および停止の合格基準レコードがカウントされます。start-interim-stop

すべての開始および停止合格基準レコードがカウントされます。start-stop

停止合格基準レコードのみがカウントされます。停止のみ

コマンドデフォルト 指定されたアカウンティング方法リストの統計は収集されません。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

例 次の例では、メソッドリストとして h323が指定されており、合格基準が stop-onlyで
あることを示しています。

Router(config)# voice statistics accounting method h323 pass stop-only
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関連コマンド descriptionコマンド

使用する AAA方式リスト名を指定します。method

アカウンティング統計の設定された間隔ごとに統計情報

を表示します。

showvoicestatistics csr interval
accounting

最後のリセット以降のすべてのアカウンティングCSRを
表示します。

show voice statistics csr since-reset
accounting

CSR表示の形式を指定します。voice statistics display-format separator

MCD、lost-packet、packet-latency、および packet-jitterパ
ラメータを指定します。

voice statistics field-params

CSRがシステムメモリに保存される最大時間を指定しま
す。

voice statistics max-storage-duration

CSRをダウンロードするための FTPまたは syslogサー
バ、最大ファイルサイズ、および最大メッセージサイズ

を指定します。

voice statistics push

CSRを収集する時間範囲を指定します。voice statistics time-range

アカウンティングおよびシグナリングCSRの収集を有効
にします。

voice statistics type
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voice statistics display-format separator
ゲートウェイの統計情報の表示形式を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで voicestatisticsdisplay-formatseparatorコマンドを使用します。統計の表示形式をデフォル
ト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

voicestatisticsdisplay-formatseparator {space | tab | new-line | charchar}
novoicestatisticsdisplay-formatseparator {space | tab | new-line | charchar}

構文の説明 表示される形式で使用される区切り文字の種類。separator

表示される出力内の各統計間の書式設定にはスペースが使用されます。space

表示される出力内の各統計間の書式設定にはタブが使用されます。tab

表示される出力内の各統計間の書式設定には新しい行が使用されます。new-line

表示される出力内の各統計間の書式設定には文字が使用されます。Char引数は、
表示される出力内の各統計間の書式設定に使用される表示可能なASCII文字です。

char
チャー

コマンドデフォルト デフォルトの区切り文字はコンマ (,)です。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

例 次の例では、スペースが表示区切り文字として指定されています。

Router(config)# voice statistics display-format separator space

関連コマンド descriptionコマンド

アカウンティング方法と合格および不合格の基準を有効に

します。

voicestatisticsaccountingmethod

MCD、lost-packet、packet-latency、および packet-jitterパラ
メータを指定します。

voicestatisticsfield-params

CSRがシステムメモリに保存される最大時間を指定しま
す。

voicestatisticsmax-storage-duration
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descriptionコマンド

CSRをダウンロードするための FTPまたは syslogサー
バー、最大ファイルサイズ、および最大メッセージサイズ

を指定します。

voicestatisticspush

CSRを収集する時間範囲を指定します。voicestatisticstime-range

アカウンティングおよびシグナリングCSRの収集を有効に
します。

voicestatisticstype
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voice statistics field-params
ゲートウェイのコール統計フィールドのパラメータを設定するには、グローバルコンフィギュ

レーションモードで voicestatisticsfield-paramsコマンドを使用します。通話統計パラメータ
をデフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

voicestatisticsfield-params {mcd値 | lost-packet値 | packet-latency値 | packet-jittervalue}
novoicestatisticsfield-params {mcd値 | lost-packet値 | packet-latency値 | packet-jittervalue}

構文の説明 最小通話時間。値引数は、ミリ秒数を表す整数です。有効な値は 0～ 30で
す。デフォルト値は 2です。

mcd

失われた音声パケットのしきい値。値引数はミリ秒を表す整数です。有効な

値は 0～ 65535です。デフォルト値は 1000です。
lost-packet

音声パケットの遅延しきい値。値引数はミリ秒を表す整数です。有効な値は

0～ 500です。デフォルト値は 250です。
packet-latency

音声パケットのジッターしきい値。値引数はミリ秒を表す整数です。有効な

値は 0～ 1000です。デフォルト値は 250です。
packet-jitter

コマンドデフォルト MCDは 2ミリ秒です。失われたパケットのしきい値は 1000ミリ秒です。パケット遅延しき
い値は 250ミリ秒です。パケットジッターしきい値は 250ミリ秒です。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

例 次の例では、最小通話時間を 5ミリ秒に設定しています。

Router(config)# voice statistics field-params mcd 5

次の例では、パケット損失のしきい値を 250ミリ秒に設定します。

Router(config)# voice statistics field-params lost-packet 250

次の例では、パケット遅延しきい値を 300ミリ秒に設定します。

Router(config)# voice statistics field-params packet-latency 300

次の例では、パケットジッタしきい値を 245ミリ秒に設定します。
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Router(config)# voice statistics field-params packet-jitter 245

関連コマンド descriptionコマンド

アカウンティング方法と合格および不合格の基準を有効

にします。

voicestatisticsaccountingmethod

CSR表示の形式を指定します。voicestatisticsdisplay-formatseparator

CSRがシステムメモリに保存される最大時間を指定し
ます。

voicestatisticsmax-storage-duration

CSRをダウンロードするための FTPまたは syslogサー
バ、最大ファイルサイズ、および最大メッセージサイ

ズを指定します。

voicestatisticspush

CSRを収集する時間範囲を指定します。voicestatisticstime-range

アカウンティングおよびシグナリング CSRの収集を有
効にします。

voicestatisticstype
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voice statistics max-storage-duration
収集された統計情報がゲートウェイのシステムメモリに保存される最大時間を設定するには、

グローバルコンフィギュレーションモードで voicestatisticsmax-storage-durationコマンドを使
用します。設定された最大保存期間を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

voice statistics max-storage-duration {day値 | hour値 | minute値}
no voice statistics max-storage-duration {day値 | hour値 | minute値}

構文の説明 通話統計データを保存する日数。値引数の有効範囲は 0～ 365です。day

コール統計データを保存する時間数。値引数の有効範囲は 0～ 720です。hour

コール統計データを保存する分数。値引数の有効範囲は 0～ 1440です。minute

コマンドデフォルト 時間の長さが設定されていない場合、収集間隔の終了後に停止した通話統計レコードにはメモ

リが割り当てられません。メモリが割り当てられていない場合は、アクティブな通話統計レ

コードバッファのみがシステムメモリに保持されます。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

使用上のガイドライン 最大保存期間とは、ゲートウェイ上の通話統計レコードが存在する期間を意味します。

このコマンドを使用して入力された値は、VoIP内部エラーコード (IEC)の収集にも適用され
ます。

例 次の例は、音声通話統計の収集の最大保存期間が60分に設定されていることを示して
います。

Router(config)# voice statistics max-storage-duration minute 60

関連コマンド descriptionコマンド

accountingmethodと合格および不合格の基準を有効にしま
す。

voice statistics accounting method

CSR表示の形式を指定します。voice statistics display-format
separator
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descriptionコマンド

MCD、lost-packet、packet-latency、および packet-jitterパラ
メータを指定します。

voice statistics field-params

CSRをダウンロードするためのFTPまたは syslogサーバ、
最大ファイルサイズ、および最大メッセージサイズを指

定します。

voice statistics push

CSRを収集する時間範囲を指定します。voice statistics time-range

アカウンティングおよびシグナリング CSRの収集を有効
にします。

voice statistics type
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voice statistics push
シグナリング統計、VoIPAAAアカウンティング統計、またはCisco内部エラーコード（IEC）
を FTPサーバまたは syslogサーバにプッシュする方法を設定するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで voicestatisticspushコマンドを使用します。設定されたプッシュメ
ソッドを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

{voicestatisticspushftpurlftp-url[max-file-size値] | syslog[max-msg-size値]}
{novoicestatisticspushftpurlftp-url[max-file-size値] | syslog[max-msg-size値]}

構文の説明 音声統計をプッシュする FTPサーバの URL。 ftp-url引数の構文は次
のとおりです: ftp://user:password@host:port//directory1/directory2

ftp url

(オプション) FTPサーバにプッシュされる音声統計ファイルの最大サ
イズ (バイト単位)。 value引数の有効範囲は 1024から 4294967296で、
デフォルト値は 400000000 (4 GB)です。

最大ファイルサイズ

音声統計は syslogサーバにプッシュされます。シスログ

(オプション) syslogサーバにプッシュされる音声統計ファイルの最大
サイズ (バイト単位)。 値引数の有効範囲は 1024～4294967296です。
デフォルト値は 400000000（4GB）です。

最大メッセージサイズ

コマンドデフォルト 音声統計は FTPまたは syslogサーバにプッシュされません。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

使用上のガイドライン ゲートウェイ構成は、FTPサーバまたは syslogサーバの構成と一致している必要があります。
このコマンドは、Cisco VoIP内部エラーコード (IEC)を FTPサーバまたは syslogサーバにプッ
シュするためにも使用できます。

例 以下は、指定された FTPサーバと最大ファイルサイズを示す構成例です。

Router(config)# voice statistics push ftp url
ftp://john:doe@abc:23//directory1/directory2 max-file-size 10000
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関連コマンド descriptionコマンド

accountingmethodと合格および不合格の基準を有効にし
ます。

voice statistics accounting method

CSR表示の形式を指定します。voice statistics display-format separator

MCD、lost-packet、packet-latency、および packet-jitterパ
ラメータを指定します。

voice statistics field-params

CSRがシステムメモリに保存される最大時間を指定し
ます。

voice statistics max-storage-duration

CSRを収集する時間範囲を指定します。voice statistics time-range

アカウンティングおよびシグナリング CSRの収集を有
効にします。

voice statistics type
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voice statistics time-range
ゲートウェイから統計情報を収集する期間を、一定周期ごと、前回リセット以降、または特定

の時間範囲として指定するには、global構成モードで、voicestatisticstime-rangeコマンドを使
用します。時間範囲設定を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

定期的な統計収集

voice statistics time-rangeperiodic間隔starthh:mm {days-of-week {Monday | Tuesday | Wednesday
| Thursday | Friday | Saturday | Sunday | daily | weekday | weekend}}[endhh:mm {days-of-week |
Monday |Tuesday |Wednesday |Thursday | Friday | Saturday | Sunday | daily |weekday |weekend}]
no voice statistics time-rangeperiodic間隔starthh:mm {days-of-week {Monday |Tuesday |Wednesday
| Thursday | Friday | Saturday | Sunday | daily | weekday | weekend}}[endhh:mm {days-of-week |
Monday |Tuesday |Wednesday |Thursday | Friday | Saturday | Sunday | daily |weekday |weekend}]

ゲートウェイの最後のリセットまたは再起動以降の統計収集
voicestatisticstime-rangesince-reset
novoicestatisticstime-rangesince-reset

特定の期間における統計収集

voicestatisticstime-rangespecificstarthh:インチ日月年エンドhh:インチ日月年
novoicestatisticstime-rangespecificstarthh:インチ日月年エンドhh:インチ日月年

構文の説明 定期的な統計収集:

設定された期間の通話統計が収集されます。periodic

統計を収集する定期的な間隔を指定します。こ

の値の有効な入力値は、5minutes、15minutes、
30minutes、60minutes、1dayです。

間隔

統計収集の開始期間と終了期間を指定します。

終了時刻を入力しない場合、統計収集は継続さ

れます。デフォルトでは、収集期間に終了はあ

りません。

start/end

定期的な統計収集の開始時刻と終了時刻を時間

と分で指定します。入力する時間は24時間形式
にする必要があります。

時:分
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通話統計を収集する週の開始曜日と終了曜日を

指定します。特定の曜日、または次のいずれか

を設定できます。

• daily--コール統計を日次で収集します。

• weekdays--コール統計を平日のみ収集しま
す。

• weekend--コール統計を週末のみ収集します。

デフォルト値は毎日です。

days-of-week

ゲートウェイの最後のリセットまたは再起

動以降の統計収集

通話統計は、ゲートウェイのリセットまたは再

起動以降にのみ収集されます。

（注）

ゲートウェイ上の音声統計収集は、

clearvoicestatisticscsrコマンドを使用してリセッ
トされます。

since-reset

StatisticsCollectionataSpecifiedTimeDuration:

通話統計は特定の期間にわたって収集されます。specific

統計収集の開始時刻と終了時刻を指定します。

Startキーワードと endキーワードの両方に必要
な引数は次のとおりです。

• hh:mm--時間と分。入力する時間は 24時間
形式にする必要があります。

• day--月内の日。 1～ 31の範囲の値を指定で
きます。

• month--統計収集を開始する月。月の名前を
入力します (例: 1月、2月)。デフォルト値は
現在の月です。

•年--年。有効な値は 1993から 2035までで
す。デフォルト値は現在の年です。

start/end

デフォルトでは統計は収集されません。

コマンドモード
グローバル構成
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コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

使用上のガイドライン 一度に実行できる特定の構成または定期的な構成は 1つだけです。 2番目の特定の構成または
定期的な構成が設定されている場合、要求は拒否され、警告メッセージが表示されます。特定

の時間範囲内でコマンドの no形式を使用すると、対応する収集が停止し、FTPまたは syslog
メッセージは送信されません。

例 次の例は、時間範囲が定期的に設定されており、平日の午前 12時から 60分間のみ統
計を収集するように設定されていることを示しています。

Router(config)# voice statistics time-range periodic 60minutes start 12:00 days-of-week
weekdays

次の例では、ゲートウェイが最後のリセット（ clearvoicestatisticscsrコマンドで指定）
以降、またはゲートウェイが最後に再起動されてからの通話統計を収集するように設

定します。

Router(config)# voice statistics time-range since-reset

次の例では、1月 1日の午前 10時から 1月 2日の午前 12時まで統計を収集するよう
にゲートウェイを設定します。

Router(config)# voice statistics time-range specific start 10:00 1 January 2004 end 12:00
2 January 2004

関連コマンド descriptionコマンド

Clears voice statistics, resetting the statistics collection.clearvoicestatistics

accounting methodと合格および不合格の基準を有効にし
ます。

voicestatisticsaccountingmethod

CSR表示の形式を指定します。voicestatisticsdisplay-formatseparator

MCD、lost-packet、packet-latency、および packet-jitterパ
ラメータを指定します。

voicestatisticsfield-params

CSRがシステムメモリに保存される最大時間を指定し
ます。

voicestatisticsmax-storage-duration

CSRをダウンロードするための FTPまたは syslogサー
バー、最大ファイルサイズ、および最大メッセージサイ

ズを指定します。

voicestatisticspush

アカウンティングおよびシグナリング CSRの収集を有
効にします。

voicestatisticstype
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音声統計タイプ CSR
ゲートウェイがVoIP AAAアカウンティング統計情報または音声シグナリング統計情報を個別
または同時に収集するように設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

voicestatisticstypecsrコマンドを使用します。カウンターを無効にするには、このコマンドの
no形式を使用します。

voicestatisticstypecsr[accounting | signaling]
novoicestatisticstypecsr[accounting | signaling]

構文の説明 (オプション) VoIPAAAアカウンティング統計が収集されます。accounting

(オプション)音声シグナリングの統計が収集されます。シグナリン

グ

コマンドデフォルト ゲートウェイではアカウンティングまたはシグナリングコール統計レコード (CSR)は収集され
ません。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

使用上のガイドライン キーワードを指定しない場合は、アカウンティング CSRとシグナリング CSRの両方が収集さ
れます。アカウンティングとシグナリングの CSR収集は、個別に有効化および無効化できま
す。

例 次の例は、両方のタイプの CSRが収集されることを示しています。

Router(config)# voice statistics type csr

次の例では、アカウンティング CSRの収集を有効にします。

Router(config)# voice statistics type csr accounting

次の例では、シグナリング CSRの収集を有効にします。

Router(config)# voice statistics type csr signaling

次の例では、シグナリング CSRとアカウンティング CSRの両方の収集を無効にしま
す。
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Router(config)# no
voice statistics type csr

次の例では、シグナリング CSRのみの収集を無効にします。

Router(config)# no
voice statistics type csr signaling

関連コマンド descriptionコマンド

accounting methodと合格および不合格の基準を有効にし
ます。

voice statistics accounting method

CSR表示の形式を指定します。voice statistics display-format separator

MCD、lost-packet、packet-latency、および packet-jitterパ
ラメータを指定します。

voice statistics field-params

CSRがシステムメモリに保存される最大時間を指定しま
す。

voice statistics max-storage-duration

CSRをダウンロードするための FTPまたは syslogサー
バ、最大ファイルサイズ、および最大メッセージサイ

ズを指定します。

voice statistics push

CSRを収集する時間範囲を指定します。voice statistics time range
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voice statistics type iec
内部エラーコード (IEC)統計の収集を有効にするには、グローバルコンフィギュレーション
モードで voice statistics type iecコマンドを使用します。 IEC統計収集を無効にするには、この
コマンドの no形式を使用します。

voicestatisticstypeiec
novoicestatisticstypeiec

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト IEC統計収集は無効です。

コマンドモード
グローバル構成。

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

例 次の例では、IEC統計収集を有効にします。

Router(config)# voice statistics type iec

関連コマンド descriptionコマンド

Clears voice statistics, resetting the statistics collection.clearvoicestatistics

音声統計を表示しますshowvoicestatistics

IEC統計に使用可能な間隔オプションを表示しますshowvoicestatisticsinterval-tag

IECカウンタの最後のリセット以降に蓄積された通話統計
の収集を有効にします

voicestatisticstime-rangesince-reset
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voice translation-profile
音声通話の変換プロファイルを定義するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

voicetranslation-profileコマンドを使用します。翻訳プロファイルを削除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

voicetranslation-profilename
novoicetranslation-profilename

構文の説明 翻訳プロファイルの名前。音声翻訳プロファイル名の最大長は英数字31文字です。名

前

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXEAmsterdam17.2.1r

使用上のガイドライン 翻訳ルールが定義された後、それらはプロファイルにグループ化されます。プロファイルは、

一連のルールを収集し、それらを組み合わせて、着信番号、発信番号、および転送された番号

を具体的な方法で変換します。最大 1000個のプロファイルを定義できます。各プロファイル
には一意の名前を付ける必要があります。

これらのプロファイルは、トランクグループ、ダイヤルピア、ソース IPグループ、音声ポー
ト、および通話変換を処理するインターフェイスによって参照されます。

例 次の例では、音声通話用の翻訳プロファイル「westcoast」を開始します。プロファイ
ルは、さまざまなタイプの通話に対して変換ルール 1、2、および 3を使用します。

Router(config)# voice translation-profile westcoast
Router(cfg-translation-profile)# translate calling 2
Router(cfg-translation-profile)# translate called 1
Router(cfg-translation-profile)# translate redirect-called 3

関連コマンド descriptionコマンド

通話変換基準を定義します。rule (voice translation-rule)

1つ以上の変換プロファイルを表示します。show voice translation-profile

翻訳ルールを音声翻訳プロファイルに関連付けます。translate (translation profiles)
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voice translation-rule
音声通話の変換ルールを定義するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

voicetranslation-ruleコマンドを使用します。変換ルールを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

voicetranslation-rulenumber
novoicetranslation-rulenumber

構文の説明 変換ルールを識別する番号。範囲は 1から 2147483647です。number

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXEAmsterdam17.2.1r

使用上のガイドライン voicetranslation-ruleコマンドを使用して、変換ルールの定義を作成します。各定義には、通
話翻訳を処理するための SEDのような表現を含む最大 15個のルールが含まれます。最大 128
個の翻訳ルールがサポートされます。

これらの変換ルールは、トラックグループ、ダイヤルピア、ソース IPグループ、音声ポート、
インターフェイスが参照するプロファイルにグループ化されます。

例 次の例では、2つのルールを含む変換ルール 150を開始します。

Router(config)# voice translation-rule 150
Router(cfg-translation-rule)# rule 1 reject /^408\(.(\)/
Router(cfg-translation-rule)# rule 2 /\(^...\)853\(...\)/ /\1525\2/

関連コマンド descriptionコマンド

翻訳ルールの一致、置換、拒否のパターンを定義します。rule(voicetranslation-rule)

変換ルールの構成を表示します。showvoicetranslation-rule
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voice vad-time
音声アクティビティ検出（VAD）の最小無音検出時間を変更するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで voicevad-timeコマンドを使用します。デフォルト値にリセットする
には、このコマンドの no形式を使用します。

voicevad-timeミリ秒
novoicevad-time

構文の説明 無音を検出して音声パケットの送信を抑制するまでの待機期間（ミリ秒）。範囲は

250～ 65536です。デフォルト値は 250です。
ミリ

秒

コマンドデフォルト 250ミリ秒

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
で導入されました。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ルータまたはコンセントレータ上のすべての音声ポートに影響しますが、す

でに進行中の通話には影響しません。

このコマンドは、音声チャネルがアイドル状態のときには VADを有効にし、通話中には有効
にしないようにしたい透明共通チャネルシグナリング (CCS)アプリケーションで使用できま
す。無音検出遅延が長い場合、VADはアイドル音声チャネルの無音には反応しますが、会話
の一時停止には反応しません。

このコマンドは、ITU標準化の組み込みVAD機能を持つ音声コーデック (G.729B、G.729AB、
G.723.1Aなど)には影響しません。これらのコーデックの VADの動作とパラメータは、該当
する ITU標準によってのみ定義されます。

例 次の例では、VAD無音検出を有効にする前に 20秒の遅延を設定します。

voice vad-time 20000

関連コマンド descriptionコマンド

ネットワークダイヤルピアでの音声アクティビティ検出を有効にします。vad(dialpeer)
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voice vrf
voice VRFを構成するには、global構成モードで、voicevrfコマンドを使用します。 voice VRF
構成を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

voicevrfvrfname

novoicevrfVrf名

構文の説明 音声VRFに割り当てられた名前。vrf

名

コマンドデフォルト 音声 VRFは設定されていません。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(11)XJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

使用上のガイドライン 音声 VRFとして設定する前に、 ipvrfvrfnameコマンドを使用して VRFを作成する必要があり
ます。

VRFの変更中に音声ゲートウェイでアクティブな通話がないことを確認するには、音声 VRF
を設定または変更する前に、音声ゲートウェイで音声サービスをシャットダウンする必要があ

ります。

例 次の例は、 vrf1という VRFが作成され、音声 VRFとして設定されたことを示してい
ます。

ip vrf vrf1
rd 1:1
route-target export 1:2
route-target import 1:2
!
voice vrf vrf1
!
voice service voip

関連コマンド descriptionコマン

ド

VPNVRFインスタンスを定義し、VRF設定モードに入ります。ipvrf
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VoIP着信翻訳プロファイル
すべての着信 VoIPコールの変換プロファイルを指定するには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで voip-incomingtranslation-profileコマンドを使用します。プロファイルを削除
するには、このコマンドの no形式を使用します。

voip-incomingtranslation-profilename
novoip-incomingtranslation-profilename

構文の説明 翻訳プロファイルの名前。名

前

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン voip-incomingtranslation-profileコマンドを使用して、すべての着信 VoIP通話に変換プロファ
イルをグローバルに割り当てます。翻訳プロファイルは以前に voicetranslation-profileコマン
ドを使用して定義されました。 voip-incomingtranslation-profileコマンドでは、定義を完了する
ために追加の手順は必要ありません。

H.323コールが着信し、そのコールが変換プロファイルで定義されたソース IPグループに関連
付けられている場合、ソース IPグループ変換プロファイルがグローバル変換プロファイルよ
りも優先されます。

例 次の例では、「global-definition」という名前の変換プロファイルをすべての着信 VoIP
通話に割り当てます。

Router(config)# voip-incoming translation-profile global-definition

関連コマンド descriptionコマンド

すべての音声変換プロファイルの構成を表示します。show voice translation-profile

音声翻訳ルールの定義をテストします。test voice translation-rule

翻訳プロファイルの定義を開始します。voice translation-profile
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voip-incoming translation-rule
H.323互換クライアントから発信される通話の着信変換ルールを設定するには、グローバルコ
ンフィギュレーションモードで voip-incomingtranslation-ruleコマンドを使用します。着信変
換ルールを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

voip-incomingtranslation-rule {calling | called}name-tag
novoip-incomingtranslation-rule {calling | called}name-tag

構文の説明 ルールセットを参照するタグ番号。これは任意に選択された数値です。範囲は 1から
2147483647です。デフォルト値はありません。

名札

自動番号識別 (ANI)番号または発信者の番号。calling

ダイヤル番号情報サービス (DNIS)番号または着信側の番号。called

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco AS5300上の VoIP用に導入されました。12.0(7)XR1

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoMC3810
の VoIP用に実装されました。

12.0(7)XK

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.1(1)Tに統合され、Cisco 1750、Cisco
AS5300、Cisco 7200シリーズ、および Cisco 7500シリーズプラットフォーム上の
VoIP用に実装されました。

12.1(1)T

このコマンドは、Cisco MC3810上の VoIP用に実装されました。12.1(2)T

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、指定されたタグ名の発信番号または着信番号に応じて、すべての

IPベースの通話がキャプチャされ、処理されます。

例 次の例は、H.323互換クライアントから発信される通話のルールセットを識別します。

Router(config)# voip-incomingtranslation-rulecalled5
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関連コマンド descriptionコマンド

dial-peer call legの番号タイプの 1つと一致します。numbering-type

着信と発信の両方の発信側番号または着信側番号にトランスレーション

ルールを適用します。

rule

特定のトランスレーション名に対して設定されたすべてのルールのコン

テンツを表示します。

showtranslation-rule

特定のネームタグのトランスレーションルールの実行をテストします。testtranslation-rule

着信コールに対して、発信側番号または着信側番号にトランスレーショ

ンルールを適用します。

translate

着信コールに対して、発信側番号または着信側番号にトランスレーショ

ンルールを適用します。

translate-outgoing

トランスレーション名を作成し、translation-ruleコンフィギュレーション
モードを開始します。

translation-rule

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
144

voice-class sip error-code-override through vxml version 2.0
voip-incoming translation-rule



voip trunk group
VOIPトランクグループを定義または変更し、トランクグループ設定モードに入るには、グ
ローバル設定モードで voip trunk group コマンドを使用します。VOIPトランクグループを削
除するには、このコマンドの no形式を使用します。

voiptrunkgroupname
novoiptrunkgroupname

構文の説明 voip trunk groupの名前。有効な名前には最大 63文字の英数字が含まれます。名

前

コマンドデフォルト voip trunk groupが定義されていません。

コマンドモード グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(2)T

使用上のガイドライン voip trunk group コマンドを使用して、VOIPトランクを定義し、トランクに保守性を拡張し
ます。デフォルトでは、IPトランクのセッションプロトコルは h323です。ゲートウェイに
プロファイルを保存するのに十分なメモリがあれば、ゲートウェイ上で最大 1000個のトラン
クグループを設定できます。

例 次の例では、VOIP trunk groupを作成し、監視を有効にします。

Router(config)# voip trunk group siptrk1
Router(config-voip-trk)# session protocol sipv2
Router(config-voip-trk)# target ipv4: 10.1.1.15
Router(config-voip-trk)# xsvc

関連コマンド descriptionコマンド

voipトトランクグループの内
部リストを表示します。

show voip trunk group

トランク上の監視を有効にし

ます。

xsvc
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音量
ルータのPOTSポートの受信音量レベルを設定するには、ダイヤルピア音声設定モードでvolume
コマンドを使用します。デフォルト値にリセットするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

volumenumber
novolumenumber

構文の説明 ゲインのデシベル (dB)を表す 1～ 5の数値。範囲は次のとおりです。

• 1: -11.99 dB

• 2: -9.7dB

• 3: -7.7dB

• 4: -5.7dB

• 5: -3.7dB

デフォルト値は 3 (-7.7 dBゲイン)です。

number

コマンドデフォルト 3（-7.7 dBゲイン）

コマンドモード
Dial-peer voice構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、Cisco 803、Cisco 804、およびCisco 813ルータで導入されました。12.2(8)T

使用上のガイドライン 各 POTSポートごとにコマンドを個別に設定します。 volume音量レベルの設定は、設定され
ているポートにのみ影響します。

このコマンドでは受信機の音量のみが設定されます。（注）

showpotsvolumeコマンドを使用して、ボリュームの状態とレベルを確認します。

例 次の例では、POTSポート 1の音量レベルが 4、POTSポート 2の音量レベルが 2を示
しています。

dial-peer voice 1 pots
destination-pattern 5551111
port 1
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no call-waiting
ring 0
volume 4
dial-peer voice 2 pots
destination-pattern 5552222
port 2
no call-waiting
ring 0
volume 2

関連コマンド descriptionコマンド

ルータ上の各POTSポートに設定されている受信音量を表示します。showpotsvolume
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vxml allow-star-digit
組み込みの type digitsに対してアスタリスク (*)を許可するように Voice Extensible Markup
Language (VXML)インタープリタを構成するには、global構成モードで、vxmlallow-star-digit
コマンドを使用します。設定を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

vxmlallow-star-digit
novxmlallow-star-digit

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト VXMLインタープリタが設定されていません。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドはCisco IOSRelease 15.0(1)Mより前のリリースで導入しました。15.0(1)M

例 次の例は、組み込みの type digitsに対してアスタリスクを許可するように VXMLイン
タープリタを設定する方法を示しています。

Router# configure terminal
Router(config)# vxml allow-star-digit

関連コマンド descriptionコマンド

オーディオの再生が失敗したときにエラーイベントをスローできるように

します。

vxmlaudioerror

VoiceXML 2.0機能を有効にします。vxmlversionpre2.0
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Vxmlロギングタグ
NuanceASRでログタグヘッダーの取得を許可するには、グローバルコンフィギュレーション
モードで vxmllogging-tagコマンドを使用します。 logging-tagコマンドは、RECOGNIZEまた
は SPEAKおよび SET-PARAMメッセージの一部として、ログタグヘッダーを Nuance ASRに
送信するのに役立ちます。コマンド構成はデフォルトで有効になっています。設定を無効に

するには、このコマンドの no形式を使用します。

vxmllogging-tag
novxmllogging-tag

このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 有効です。

コマンドモード グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco IOSリリース15.0(3)M7
で導入されました。

15.5(3)M7

使用上のガイドライン このコマンドを有効にすると、ゲートウェイはRECOGNIZEまたはSPEAKおよびSET-PARAM
メッセージの一部として、logging-tagヘッダーを Nuance ASRに送信できるようになります。
デフォルトでは、コマンドは有効な状態になっています。コマンドを無効にすると、ゲート

ウェイはRECOGNIZEまたはSPEAKでLogging-tagを送信しなくなります。ただし、Logging-Tag
を伝送するのは SET-PARAMメッセージのみです。

例 次の例では、vxmlの logging-tag機能を無効にします。
Router(config)#no vxml logging-tag
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vxml audioerror
オーディオの再生が失敗したときにエラーイベントをスローするようにするには、グローバル

コンフィギュレーションモードで vxmlaudioerrorコマンドを使用します。デフォルト値に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

vxmlaudioerror
novxmlaudioerror

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト オーディオファイルを再生できない場合、オーディオエラーイベント error.badfetchはスロー
されません。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを入力すると、たとえば、ファイルがサポートされていない形式である、src属
性が無効なURIを参照している、または expr属性が無効なURIに評価されるなどの理由でオー
ディオファイルを再生できない場合に、オーディオエラーイベント error.badfetchがスローさ
れます。

vxmlaudioerrorコマンドは vxmlversion2.0コマンドをオーバーライドするため、両方のコマン
ドを入力すると、オーディオファイルを再生できないときにオーディオエラーイベントがス

ローされます。

例 次の例では、オーディオエラー機能を有効にします。

Router(config)# vxml audioerror

関連コマンド descriptionコマンド

VoiceXML2.0より前のバージョンと互換性のある機能を有効にします。vxmlversionpre2.0
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vxml tree memory
VoiceXMLパーサーツリーの最大メモリサイズを設定するには、グローバルコンフィギュレー
ションモードでvxmltreememoryコマンドを使用します。デフォルト値にリセットするには、
このコマンドの no形式を使用します。

vxmltreememoryサイズ
novxmltreememory

構文の説明 最大メモリサイズ (キロバイト単位)。値の範囲は 64～ 100000です。デフォルト値は
1000です。

サイ

ズ

コマンドデフォルト 1000 KB

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(15)T

デフォルトが 64から 1000に変更されました。12.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドは、VoiceXMLドキュメントの解析に使用できるメモリリソースを制限し、大き
なドキュメントが過剰なシステムメモリを消費するのを防ぎます。 VoiceXMLツリーの最大
メモリサイズを増やすと、呼び出しでより大きな VoiceXMLドキュメントを使用できるよう
になります。VoiceXMLドキュメントが制限を超えると、ゲートウェイはドキュメントの実行
を中止し、 debugvxmlerrorコマンドは「vxml malloc fail」エラーを表示します。

Cisco IOSリリース 12.3(4)T以降のリリースでは、ドキュメントが VoiceXMLツリーに保存さ
れないため、VoiceXMLドキュメントを解析するときに消費されるメモリが少なくなります。

（注）

例 次の例では、最大メモリサイズを 128 KBに設定します。

vxml tree memory 128

関連コマンド descriptionコマンド

VoiceXMLアプリケーションのエラーメッセージを表示します。debugvxmlerror
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descriptionコマンド

ダイナミックオーディオファイル (プロンプト)がメモリ内で占める
メモリの最大量を設定します。

ivrpromptmemory

ゲートウェイ上のすべての音声録音を保存するためのメモリの最大量

を設定します。

ivrrecordmemorysystem
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Vxmlバージョン 2.0
VoiceXML 2.0機能を有効にするには、グローバルコンフィギュレーションモードで
vxmlversion2.0コマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を
使用します。

vxmlversion2.0
novxmlversion2.0

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト デフォルトの VoiceXML動作は、W3C VoiceXML 2.0仕様より前のバージョンと互換性があり
ます。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(11)T

使用上のガイドライン このコマンドは、次の VoiceXML機能を有効にします。

•たとえば、ファイルがサポートされていない形式である、src属性が無効な URIを参照し
ている、または expr属性が無効な URIに評価されるなどの理由でオーディオファイルを
再生できない場合、オーディオエラーイベント error.badfetchはスローされません。

• <record>要素の beep属性のサポート。

•ブラインド転送は W3C VoiceXML 2.0に準拠しており、相談転送とは異なります。

• W3C VoiceXML 2.0仕様との互換性。

•宣言されていない変数を使用すると、セマンティックエラーが生成されます。変数を使
用する前に宣言する必要があります。

例 次の例では、VoiceXMLバージョン 2.0の機能を有効にします。

Router(config)# vxml version 2.0
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